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ごあいさつ 

 

 

本町の公共交通は，路線バス，保健福祉センターを拠点として循

環運行している福祉バス「福ちゃん号」，デマンド型の乗合タクシ

ー「ふれ愛タクシー」を運行しており，通勤，通学，通院，買い物

など，町民の日常生活の移動手段として重要な役割を担っていま

す。 

しかし，本町においても人口減少や少子高齢化の進行に伴う公共

交通利用者数の減少，バス業界では深刻な運転手不足や，さらに

2024 年（令和６年）４月から施行された「自動車運転者の労働時

間等の改善のための基準」の改定により運輸・流通業界での路線バ

スの縮小等が危惧される状況にあり，地域公共交通の再構築が急務

となっています。 

こうした背景を踏まえ，本町にとって望ましい公共交通の姿を明らかにする公共交通のマス

タープランとして「利根町地域公共交通計画」を策定いたしました。 

本計画は，「みんなの生活を みんなで支える 持続可能な 地域公共交通ネットワーク」

を基本方針とし，まちづくりと一体となった公共交通ネットワークの構築を推進するととも

に，現状の改善とさらなる活性化に向けた施策・取組を位置付けております。 

この計画に示す施策等を円滑かつ着実に進めるためには，行政はもとより，町民の皆様，交

通事業者などの関係者の皆様に参加いただき，相互の連携・協働のもとで一体となって取り組

むことが必要となりますので，持続可能な公共交通ネットワークの構築の実現のため，より一

層のご支援・ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

結びに，本計画の策定に当たり，アンケート調査等を通じて，貴重なご意見，ご提案をお寄

せくださいました町民の皆様をはじめ，多大なご尽力を賜りました利根町地域公共交通活性化

協議会の委員の皆様並びに関係者の皆様に対しまして，心より感謝と御礼を申し上げます。 

 

2025 年（令和７年）３月 

利根町長 佐々木 喜章 
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１．計画の概要 

１-１ 計画策定の背景・目的 

本町は，路線バスや福祉バス「福ちゃん号」，デマンド交通「ふれ愛タクシー」，一般タク

シー，福祉有償運送が運行しており，地域の皆さんの移動を支えています。 

本町では，少子高齢化の進展と人口減少に伴い，公共交通利用者は減少傾向にあり，路線バ

スの便数も減少しています。また，高齢者の増加により運転免許返納による交通弱者の増加傾

向（本町では高齢者運転免許証自主返納支援事業を進めており，年間80件前後の申請がある）

にあることや，「交通空白地域」の公共交通による移動手段対策は，まちづくりや地域活性化

への重要な課題となっています。 

町民・利用者などの多様な移動ニーズや利用実態を把握・分析した上で，本町における地域

公共交通の課題を整理し，目指す方向性，基本方針，基本目標などの設定，目標を達成するた

めに行う事業及びその実施主体などを検討し，「地域にとって望ましい地域旅客運送サービス

の姿」を示すため，利根町地域公共交通計画を策定します。 

 

 

１-２ 計画の位置付け 

本計画は，総合振興計画を上位計画として，その他都市計画マスタープランなどの関連計画

と連携しながら策定を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-３ 計画対象 

本計画の区域は，利根町全域とします。なお，近隣市町を結ぶ広域交通については，関係 

自治体や交通事業者と連携を図ります。 

 

 

１-４ 計画期間 

計画期間は 2025 年度（令和 7年度）から 2030 年度（令和１２年度）の 6 年間としま

す。ただし，社会情勢の変化などを踏まえ，必要に応じ見直しを行います。 

  

図 計画の位置付け 

利根町地域公共交通計画 

＜関連計画＞ 

・利根町都市計画マスタープラン 

・利根町地域福祉計画 

・利根町過疎地域持続的発展計画 

など 

＜上位計画＞ 

利根町総合振興計画 

連携 
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２．地域公共交通を取り巻く現状 

２-１ 利根町の地域特性 

２-１-１ 人口動態 

１） 人口推移 

本町の人口は，令和 2年で 15,340 人，世帯数は 6,258 世帯となっています。令和 2 年

の人口は，５年前の平成 27 年に比べて 973 人減少し，世帯数は平成 27 年に比べて 120

世帯増加しており，令和 2 年の世帯当たり人口は 2.5 人となっています。 

 

■人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査    

 

 

■世帯数及び世帯当たり人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査    
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２） 人口推計 

国勢調査の人口推移をみると，本町の人口は，自然減及び社会減の状況が長期的に続き，減

少傾向で推移しています。本町の人口の増加が減少に転じた平成初期から中頃にかけては，社

会減が主要因となって減少してきましたが，その後，自然減が主要因となって減少する傾向へ

と変化している状況です。近年，外国人の転入が多くみられ，転入者数・転出者数ともに件数

規模は増大している状況もありますが，本町で生まれ育った若い世代が進学・就労・結婚の時

期に転出する傾向は継続して続いています。 

国立社会保障・人口問題研究所（以下，「社人研」という。）によると，2020 年（令和２

年）までの実績に基づく将来推計人口では,今後も減少傾向が続き，2030 年（令和 12 年）

には，12,907 人まで減少すると予測されています。 

まちづくりの将来像の実現に向けて，計画の目標年次である 2030 年（令和 12 年）の想

定人口を 12,900人と設定し，本計画に基づき，出産，子育て，保育，教育，就労，住まい

に至るまで様々な施策を複合的に展開し，人口減少の傾向を緩やかにし，想定人口を上回るよ

う継続的に取り組み，まちづくりの将来像の実現を図っていくものとします。 

 

 

 

（単位：人,下段％） 

  2005 年 
（平成 17 年） 

2010 年 
（平成 22 年） 

2015 年 
（平成 27 年） 

2020 年 
（令和２年） 

2025 年 
（令和７年） 

2030 年 
（令和 12 年） 

 （実績） （実績） （実績） （実績） （推計） （推計） 

【町独自将来人口推計】 

総人口 18,024 17,473 16,313 15,340 14,117 12,919 

年少人口 

（０-14

歳） 

1,787 1,721 1,426 1,196 870 658 

9.9 9.8 8.7 7.8 6.2 5.1 

生産年齢人口 

（15-64 歳） 

12,651 10,836 8,184 7,227 6,469 6,057 

70.2  62.0  50.2  47.2  45.8 46.9 

高齢者人口 

（65 歳以上） 

3,585 4,915 6,232 6,903 6,777 6,204 

19.9  28.1  38.2  45.0  48.0 48.0 

年齢不詳 

人口 

1 1 471 14 － － 

0.01 0.01 2.9 0.1 － － 

【社人研推計】 

総人口 14,233 12,907 

年少人口 

（０-14 歳） 

856 636 

6.0 4.9 

生産年齢人口 

（15-64 歳） 

6,672 6,126 

46.9 47.5 

高齢者人口 

（65 歳以上） 

6,705 6,145 

47.1 47.6 

※実績値は国勢調査に基づく。社人研推計は,日本の地域別将来推計人口（2023 年（令和５年）推

計）に基づく。 

  

【町独自将来人口推計】 

社人研の方法に準じ，合計特殊出生率*の維持や

転入転出による社会移動の均衡，外国人の急激な

増加傾向の是正などを行って算出した将来人口推

計 

 

≪将来人口推計にあたっての設定≫ 

・合計特殊出生率：1.0 を維持 

・社会増減：移動数０（2030年（令和12年）まで

に） 

2030 年（令和 12 年）想定人口 12,900 人 
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３） 年齢別人口 

令和2年の年齢別人口を見ると70歳代が3,716人と最も多く，次いで60歳代が2,486

人となっています。60歳以上の人口は，全人口の約 51.1％となっています。 

 

■年齢別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年齢不詳人口を除く 

資料：国勢調査 

 

４） 地区別人口 

令和 5 年４月１日現在の地区別人口を見ると，早尾台・羽根野台地区が 2,896 人と最も

多く，次いで布川地区が 2,603 人となっています。 

 

■令和 5 年の地区別人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各地区の現況を踏まえ，９地区に分類。 

  資料：住民基本台帳（令和 5 年４月１日現在）  
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２-１-２ 人の動き 

１） 通勤目的の人の動き 

利根町で通勤している人は，5,095 人おり，町内に通勤している人が最も多く 1,667 人

となっています。 

町外への通勤をみると，3,428 人が通勤しています。主な通勤先は，東京都（740 人），

龍ケ崎市（709 人），取手市（458 人）となっており，周辺市と利根町との間の移動も見ら

れます。 

一方，龍ケ崎市（383人）と取手市（213人）から町内に通勤しています。 

 

 

■通勤目的における人の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和 2 年国勢調査 

※国勢調査は 15 歳以上が対象となっている 
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２） 通学目的の人の動き 

利根町で通学している人は，546 人おり，町内に通学している人は 120 人となっていま

す。 

町外への通学をみると，426 人が通学しています。主な通学先は，取手市（115 人），東

京都（106 人），龍ケ崎市（57 人）となっており，周辺市と利根町との間の移動も見られ

ます。 

 

■通学目的における人の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和２年国勢調査 

※国勢調査は 15 歳以上が対象となっている 
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２-１-３ 人口分布と主要施設の立地状況 

１） 概観 

人口分布をみると，町中心部である布川地区に人口集積が多くみられるほか，羽根野台，早

尾台やもえぎ野台に人口集積が見られます。 

 

   ■人口分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

布川地区 

羽根野台 
もえぎ野台 

早尾台 
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生活関連施設（商業施設，医療施設など）の立地状況をみると，布川地区に施設の立地が多

くなっているほか，商業施設や公共施設がまばらに点在しています。 

 

 

■施設等の立地状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

布川地区 
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２-１-４ 自家用車保有状況 

自家用車の保有台数は，令和 5 年度末現在で 6,664 台となっています。 

世帯当たりの自家用車保有台数は，減少傾向にあり，令和 5年度末現在で 0.94 台となっ

ています。 

 

■自家用車保有状況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関東運輸局統計情報（各年度末現在） 

 

■世帯当たりの自家用車保有台数の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：関東運輸局統計情報（各年度末現在） 

住民基本台帳（各年 1月 1 日）  
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２-２ 地域公共交通の現状 

町外や広域への移動を支える公共交通として，大利根交通自動車㈱の路線バスが取手市の

JR 取手駅から羽根野台・フレッシュタウンを経由してニュータウン方面，羽根野台・早尾

台・北方車庫を経由してもえぎ野台・立崎方面へ，また，我孫子市の JR 布佐駅から利根町

役場・フレッシュタウンを経由してニュータウン方面へ運行されています。また，町内の移

動を支える公共交通として，福祉バス「福ちゃん号」，デマンド交通「ふれ愛タクシー」が

運行されています。 

その他，社会福祉協議会による在宅福祉サービス「まごころサービス」（福祉有償運送）

によって，要介護または要支援の認定を受けている方々の移動を支えています。 

 

■利根町の地域公共交通の運行概要 

区分 運行主体 路線名 主な運行区間 運行日 運行便数（平日） 

路線バス 
大利根交通 

自動車㈱ 

取手駅⇔ 

北方車庫 

取手駅～東京藝術大学経由

（または通過）～北方車庫 
毎日 

取手駅行き 52便 

北方車庫行き 24便 

取手駅⇔ 

もえぎ野台 

取手駅～東京藝術大学経由

（または通過）/羽黒経由～も

えぎ野台 

毎日 
取手駅行き 22便 

もえぎ野台行き 21便 

取手駅⇔ 

立崎 
取手駅～もえぎ野台～立崎 毎日 

取手駅行き ２便 

立崎行き ４便 

取手駅⇔利根ニ

ュータウン東 

取手駅～東京藝術大学経由

（または通過）～利根ニュータ

ウン東 

毎日 

取手駅行き ６便 

利根ニュータウン東行き 

15便 

利根ニュータウン

東⇔布佐駅 

利根ニュータウン東～利根町

役場経由～布佐駅 
毎日 

利根ニュータウン東行き 

６便 

布佐駅行き ６便 

福ちゃん

号 
利根町 

外回り 町内全域 平日， 

第１・３・

５土曜日 

右回り ３便 

左回り ２便 

内回り 主に文地区・布川地区 
右回り ３便 

左回り ３便 

ふれ愛 

タクシー 
利根町 

内/特例地域（隣接市町の一部地域）行き 

平日 

7便 

龍ケ崎済生会病院･関東鉄道竜ヶ崎駅 行き 7便 

JA とりで総合医療センター行き 6便 

タクシー 布川交通㈱ 町内全域 毎日 ー 

 

■在宅福祉サービス「まごころサービス」（福祉有償運送）の概要 

対象者 

・介護保険において要介護の認定を受けた方，身体障害者手帳をお持ちの方 

・介護保険において要支援の認定を受けた方，その他の障がいのある方（※） 

※ ご自身で，公共交通機関の利用が困難な方 

内容 ・通院，公共機関への諸手続き時，福祉施設への入退所時，生活必需品の買物時の送迎 など 
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２-２-１ 路線バス 

１） 運行概要 

路線バスは，大利根交通自動車㈱により，５路線 11 系統が運行されています。主に取手

市の JR 取手駅から羽根野台・フレッシュタウンを経由してニュータウン方面，羽根野台・

早尾台・北方車庫を経由してもえぎ野台・立崎方面へ，また，我孫子市の JR 布佐駅から利

根町役場・フレッシュタウンを経由してニュータウン方面へ運行されています。 

バス交通（デマンド交通・町外運行路線は除く）が利用可能な人口は，8,982 人であ

り，全人口の約 59.3％となっています。（総務省統計局の令和 2年国勢調査地域メッシュ

データを利用して，バス交通のカバー圏域人口を算出。その場合，カバー圏域をバス停留所

から徒歩 300m 以内としました。） 

特に文間地区・東文間地区においては，路線がない地区や便数が多くない状況もみられま

す。 

 

■路線バスの運行ルート 
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２-２-２ 福祉バス「福ちゃん号」 

１） 運行概要 

福祉バス「福ちゃん号」は，役場や保健福祉センターなどの公共施設をはじめ，町内の医

療機関や金融機関・商業施設，大利根交通バス停などの近くに設けた停留所を循環しながら

運行しています。２台の車両により２つのコースを運行しており，外回りコースは町内全域

の主要道路を中心に，内回りコースは主に文地区・布川地区を運行しています。 

 

■福祉バス「福ちゃん号」の運行ルート 
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２） 利用状況 

① 利用者数 

2023 年度の利用者数は 7,655 人です。「内回りコース（左回り）」の利用者が

2,772 人と最も多く，次いで「内回りコース（右回り）」が 1,942 人，「外回りコース

（右回り）」が 1,783人となっています。 

 

■福祉バス「福ちゃん号」のルート別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■福祉バス「福ちゃん号」のルート別・便別利用者数 
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0

1,000

2,000

3,000

外回りコース（右回り） 外回りコース（左回り） 内回りコース（右回り） 内回りコース（左回り）

利用者数 日当たり利用者数

（人/年） （人/日）
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1
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2
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利用人数（右回り） 利用人数（左回り） 日当たり利用者数

（人/年） （人/日）

外回りコース 内回りコース
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②乗降人数 

＜外回りコース（右回り）＞ 

起終点である保健福祉センターや羽根野台エリアでの乗降が多いほか，ニュータウン東か

ら，カスミ前，利根郵便局前，利根町役場など，商業施設や公共施設の停留所での乗降が多

く見られます。 

一方，奥山～加納新田上坪は乗降が少なくなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜外回りコース（左回り）＞ 

起終点である保健福祉センターでの乗降が多いほか，ランドローム前，カスミ前，利根郵

便局前，利根町役場など，商業施設や公共施設の停留所での乗降が多く見られます。 

一方，奥山～加納新田上坪は，乗降が少なくなっています。 
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＜内回りコース（右回り）＞ 

起終点である保健福祉センターや羽根野台エリアでの乗車が多いほか，ランドローム前，

ニュータウン東，カスミ前，利根町役場，フレッシュタウンなど，商業施設や住宅団地の停

留所での乗降が多く見られます。 

利用が極端に少ない停留所はあまりなく，各バス停で一定の利用が見られています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜内回りコース（左回り）＞ 

起終点である保健福祉センターやフレッシュタウンエリアでの乗降が多いほか，ランドロ

ーム前，カスミ前など，商業施設や住宅団地の停留所での乗降が多く見られます。 

利用が極端に少ない停留所はあまりなく，各バス停で一定の利用が見られています。 

  

資料：町提供資料 
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２-２-３ デマンド交通「ふれ愛タクシー」 

１） 運行概要 

デマンド交通「ふれ愛タクシー」は，利用者の方々を１台のタクシーに乗せて，自宅など

から希望の目的地まで送り届けるデマンド型乗合タクシーです。３台の車両により，町内全

域や特例地域（隣接市町の一部地域），龍ケ崎済生会病院･関東鉄道竜ヶ崎駅 ，JA とりで総

合医療センターまでを運行しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 利用状況 

① 利用者数 

2023 年度の利用者数は 8,701 人です。「町内･特例地域行き」の利用者が 4,849 人

と最も多く，次いで「龍ケ崎済生会病院･関東鉄道竜ヶ崎駅 行き」が 2,192 人，「JA と

りで総合医療センター行き」が 1,660 人となっています。 

 

■ふれ愛タクシーの利用者数（2023 年度） 

 

資料：町提供資料  
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利用者数 日当たり利用者数

（人/年） （人/日）

関東鉄道竜ヶ崎駅

（１回乗車４００円）

JAとりで総合医療センター

（１回乗車５００円）

龍ケ崎済生会病院

（１回乗車５００円）
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 ■ふれ愛タクシーの便別利用者数 

 〇町内/特例地域（隣接市町の一部地域）行き 

 
〇龍ケ崎済生会病院･関東鉄道竜ヶ崎駅 行き 

 
〇JA とりで総合医療センター行き 

 

  

171

1,252 1,360

642 558 577
289

0.7 

5.2 
5.6 

2.6 
2.3 2.4 

1.2 

0.0

2.0

4.0

6.0

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

8:00発 9:30発 11:00発 12:00発 13:30発 15:00発 16:30発

利用人数 便別日当たり利用者数

（人/年） （人/日）

415

559

292 298 333

186
109

1.7

2.3

1.2 1.2
1.4

0.8

0.4

0.0

1.0

2.0

3.0

0

100

200

300

400

500

600

8:00発 9:30発 11:00発 12:00発 13:30発 15:00発 16:30発

利用人数 便別日当たり利用者数

（人/年） （人/日）

402 367

239

352

153 147

1.7 
1.5 

1.0 

1.4 

0.6 0.6 

0.0

1.0

2.0

0

100

200

300

400

500

8:00発 9:30発 11:00発 13:30発 15:00発 16:30発

利用人数 便別日当たり利用者数

（人/年） （人/日）
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② 曜日別利用者数 

曜日別で見ると，火・金曜日は 1 日あたり 8 人以上の利用が見られる一方，月・水曜日

の１日あたりの利用者数は７人未満となっており，比較的利用が少ない状況です。 

 

■曜日別の利用者数 

 

 

資料：町提供資料 

 

③ 実利用者数 ※2022 年度の数値 

実利用者数は 235 人となっており，２回の利用が 32.3％見られることから，およそ

３人に１人が月に 1 回程度往復で利用していると考えられます。 

 

■利用回数                      ■利用割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：町提供資料 

  

1,550
1,960

1,446
1,734

2,011

6.4

8.1

6.0

7.1

8.3

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

月 火 水 木 金

利用者数 日当たり利用者数

（人/年） （人/日）

１回

31.5%

２回

32.3%

３～４回

17.4%

５～６回

9.4%

７～８回

3.8%

９～10回

2.6%

11回以上

3.0%74 76

41

22

9
6 7

0

10

20

30

40

50

60

70

80

１回 ２回 ３～４回 ５～６回 ７～８回 ９～10回 11回以上

(人)



 

19 

 

④ 目的地 ※2022 年度の数値 

龍ケ崎済生会病院への乗降が 174 人（乗車 77人，降車 97人）と最も多く，次いで

JA とりで医療総合医療センターが 132 人（乗車 51 人，降車 81 人）と続いていま

す。 

また，カスミやランドロームへの乗降も多く見られることから，ふれ愛タクシーは主に

通院・買い物の移動手段として利用されていると考えられます。 

 

■利用の多い乗車場所（６人以上の利用を表示） 
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■利用の多い降車場所（６人以上の利用を表示） 
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２-３ 地域公共交通におけるニーズ等の整理 

２-３-１ 住民アンケート調査 

１） 調査概要 

 

項目 内容 

調査対象者 
年齢構成・地区別人口の割合を考慮して無作為抽出した利根町在住

の満 16 歳以上 3,000人 

調査方法 郵送配布，郵送・WEB 回収 

調査対象 令和 5 年 12月 8 日（金）から 12月 22 日（金） 

調査項目 

・回答者の属性 

・日常的な買い物，通院，通勤・通学について 

・ふれ愛タクシー・福ちゃん号の利用状況 

・路線バスの利用状況 

回収状況 回収票数：1,205 票 回収率：40.2％ 

 

２） 調査結果（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 回答者の属性 

＜年代，居住地＞ 

・高齢者層からの回答が多く，70 歳以上が約 6割を占めています。 

・回答者の居住地は，早尾台・羽根野台地区，利根フレッシュタウン地区が多くなって

います。 

 

 

  

19歳以下
1.3%

20歳代
3.0%

30歳代
2.3%

40歳代
7.0%

50歳代
7.5%

60～64歳
7.3%

65～69歳
11.2%70～74歳

21.2%

75～79歳
22.7%

80歳以上
15.8%

無回答
0.7%

n=1,205

早尾台・

羽根野台

地区
23.7%

もえぎ野台地区
6.8%

文地区
5.9%

利根

ニュータウ

ン地区
11.8%

利根フレッ

シュタウン

地区
14.6%

四季の

丘地区
4.6%

布川地区
16.7%

文間

地区
7.8%

東文間

地区
7.4%

無回答
0.8%

n=1,205

・図表中の「n」は設問の有効回答数を示します。 

・図表中の「ＭＡ」は複数回答の設問での有効回答数合計を示します。 

・調査結果のグラフは，各回答の比率（％）で表示しています。 

・各回答の比率（％）は，すべて小数点以下第２位を四捨五入した数値であるため，各

回答の比率（％）の合計が 100％にならない場合があります。 

・複数回答の場合，回答件数の合計は回答者数（100％）を超える場合があります。 

・一つに回答に対して複数回答しているなど，本人の意思が読み取れない回答について

は集計上無回答に分類しています。 

図 回答者の居住地 図 回答者の年齢 
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＜自家用車利用について＞ 

・運転免許保有状況（地区別）は，約 8 割が「免許を持っており，普段から運転してい

る」と回答しています。中でも東文間地区では，95%以上が「免許を持っており，普

段から運転している」と回答しており，自家用車が主な交通手段となっていることが

分かります。 

・運転免許返納意向（年代別）をみると，70 代，80 代以上の約 1 割が運転免許返納意

向を示しています。また，70 代，80 代以上の約 1 割が「運転に不安があるが，移動

が不便になるため返納は考えていない」と回答しています。 

 

 

 

 

  

図 運転免許保有状況（地区別） 

※5％未満を非表示 

76.2%

68.8%

84.1%

87.3%

66.2%

76.1%

74.5%

76.6%

84.0%

95.5%

7.3%

9.1%

9.9%

8.5%

9.1%

8.5%

10.5%

13.7%

9.8%

7.0%

12.0%

9.7%

9.1%

12.4%

7.4%

5.4%

8.1%

11.3%

5.7%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
n=1,205

早尾台・羽根野台地区
n=285

もえぎ野台地区
n=82

文地区
n=71

利根ニュータウン地区
n=142

利根フレッシュタウン地区
n=176

四季の丘地区
n=55

布川地区
n=201

文間地区
n=94

東文間地区
n=89

免許を持っており，普段から運転している
免許を持っているが，あまり運転しない
免許を持っていない（取得したことがない・失効等した）
免許証を返納している
無回答

5.4%

7.0%

12.6%

6.8%

9.8%

11.6%

8.5%

5.6%

7.1%

10.8%

13.2%

65.9%

18.8%

75.0%

96.4%

82.1%

90.0%

84.3%

61.5%

37.4%

13.4%

81.3%

19.4%

10.7%

6.7%

6.3%

10.9%

25.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
n=1,205

10代
n=16

20代
n=36

30代
n=28

40代
n=84

50代
n=90

60代
n=223

70代
n=530

80歳以上
n=190

すでに免許を返納している
運転に不安があり，近いうち（5年以内）に返納する予定である
運転に不安があるが，移動が不便になるため返納は考えていない
不自由なく運転できるため，今のところ返納は考えていない
無回答

図 運転免許返納意向（年代別） 

※5％未満を非表示 
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② 買い物（食料品など）における移動状況 

＜買い物先＞ 

・1 番目によく利用する店舗は，町内は「カスミ」「ランドローム」が多いです。町外

の店舗では「タイヨー（龍ケ崎市）」が多くなっています。 

・「カスミ」の利用が多い地区としては，四季の丘地区，利根ニュータウン地区，布川

地区となっています。 

・「ランドローム」の利用が多い地区としては，もえぎ野台地区， 文地区，文間地区と

なっています。 

・「タイヨー（龍ケ崎市）」の利用が多い地区としては，文間地区，文地区，早尾台・

羽根野台地区となっています。 

・「ヤオコー藤代店」の利用が多い地区としては，早尾台・羽根野台地区，利根フレッ

シュタウン地区となっています。 

・その他には，文間地区と東文間地区では，「ヤオコー龍ケ崎店」の利用も見られてい

ます。 

 

  

図 普段の買い物で１番目によく利用する店舗

（地区別） 

23.4%

5.1%

15.7%

47.0%

35.1%

47.1%

38.7%

8.6%

18.6%

22.7%

27.9%

62.0%

37.1%

11.4%

12.9%

13.9%

31.2%

16.3%

5.8%

20.8%

22.5%

13.9%

22.9%

22.0%

18.1%

19.6%

17.5%

31.2%

20.9%

17.2%

17.4%

7.1%

12.0%

5.7%

11.1%

5.9%

7.7%

5.0%

9.1%

7.1%

7.8%

5.8%

9.3%

6.1%

5.2%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
n=1,156

早尾台・羽根野台地区
n=276

もえぎ野台地区
n=79

文地区
n=70

利根ニュータウン地区
n=132

利根フレッシュタウン地区
n=171

四季の丘地区
n=51

布川地区
n=194

文間地区
n=93

東文間地区
n=86

カスミ（利根町） ランドローム（利根町） とよきや（利根町）

地脇商店（利根町） マツモトキヨシ（利根町） タイヨー（龍ケ崎市）

イトーヨーカドー（龍ケ崎市） ヤオコー龍ケ崎店（龍ケ崎市） ヤオコー龍ケ崎佐貫店（龍ケ崎市）

ヤオコー取手青柳店（取手市） ヤオコー藤代店（取手市） タイヨー（取手市）

ナリタヤ（我孫子市） その他町内の店舗 その他町外の店舗

無回答 ※5％未満を非表示 
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＜時間帯＞ 

・出かける時間帯は，10 時～11 時台が多くなっています。 

・帰る時間帯は，11 時～12 時台が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜交通手段＞ 

・交通手段は，自家用車（自分で運転）が多くなっています。 

・地区別にみると，文地区，東文間地区，文間地区において，「自家用車（自分で運

転）」の回答割合が特に高くなっています。 

・年代別にみると，高齢になるほど，「自家用車（自分で運転）」の回答割合が低くな

り，「自家用車（家族・知人等による送迎）」の回答割合が高くなる傾向にありま

す。 

・よく利用する鉄道駅は，「JR 取手駅」「JR 布佐駅」が多くなっています。鉄道駅ま

での交通手段は「路線バス」が最も多く，次いで「自家用車（自分で運転）」が多く

なっています。 

 

 

 

  

図 買い物に出かける時間帯 図 買い物から帰る時間帯 

0.2%

0.1%

0.2%

7.6%

28.4%

13.1%

3.4%

8.3%

9.6%

9.3%

5.6%

4.9%

3.2%

1.6%

0.6%

0.0%

0.1%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答
n=1,156

0.1%

0.1%

0.0%

0.4%

3.6%

13.1%

17.9%

8.0%

6.8%

10.6%

11.8%

9.3%

5.3%

4.8%

1.7%

0.6%

0.4%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時以降

無回答
n=1,156

表 買い物に出かける際の交通手段（地区別） 

徒歩 自転車 原付・バイク
自家用車（自
分で運転）

自家用車（家
族・知人等に
よる送迎）

路線バス 福ちゃん号
ふれ愛
タクシー

一般タクシー 鉄道 その他 無回答 合計

全体

n=1,156
16.4% 12.2% 1.5% 76.6% 18.3% 5.0% 1.8% 0.8% 0.6% 6.4% 0.1% 1.0% 140.7%

早尾台・羽根野台地区
n=276

17.8% 7.6% 1.8% 69.2% 23.2% 12.3% 3.6% 0.7% 0.4% 7.2% 0.0% 0.7% 144.6%

もえぎ野台地区
n=79

19.0% 10.1% 2.5% 81.0% 16.5% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 5.1% 0.0% 1.3% 138.0%

文地区

n=70
2.9% 10.0% 1.4% 90.0% 11.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 1.4% 120.0%

利根ニュータウン地区
n=132

25.0% 18.9% 1.5% 69.7% 22.0% 6.8% 3.0% 1.5% 0.0% 8.3% 0.0% 0.8% 157.6%

利根フレッシュタウン地区
n=171

15.2% 14.6% 1.8% 77.2% 20.5% 4.1% 2.9% 1.2% 1.2% 8.8% 0.6% 1.2% 149.1%

四季の丘地区

n=51
31.4% 17.6% 2.0% 76.5% 17.6% 3.9% 2.0% 2.0% 2.0% 11.8% 0.0% 2.0% 168.6%

布川地区
n=194

22.7% 14.9% 0.0% 77.8% 18.6% 1.0% 0.5% 0.5% 1.0% 4.1% 0.0% 0.0% 141.2%

文間地区
n=93

3.2% 8.6% 1.1% 82.8% 15.1% 1.1% 0.0% 1.1% 1.1% 2.2% 0.0% 0.0% 116.1%

東文間地区
n=86

0.0% 9.3% 2.3% 87.2% 3.5% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 0.0% 2.3% 112.8%

買い物に出かける際の交通手段

※10％以上 30％未満を黄色，30％以上 50％未満を緑色， 

50％以上を赤色で着色 
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図 鉄道駅までの交通手段 

自転車
5.4%

原付・

バイク
2.7%

自家用車（自分で

運転）
23.0%

自家用車（家

族・知人等によ

る送迎）
9.5%

路線バス
41.9%

ふれ愛

タクシー
1.4%

その他
1.4%

無回答
14.9%

n=74

図 主に利用する鉄道駅 

JR取手駅
51.4%

JR藤代駅
2.7%

JR布佐駅
35.1%

関東鉄道

竜ヶ崎駅
1.4%

その他
5.4%

無回答
4.1%

n=74

表 買い物に出かける際の交通手段（年代別） 

※10％以上 30％未満を黄色，30％以上 50％未満を緑色， 

50％以上を赤色で着色 

徒歩 自転車 原付・バイク
自家用

（自分で運転）

自家用車
（家族・知人

等による送
迎）

路線バス 福ちゃん号
ふれ愛

タクシー
一般タクシー 鉄道 その他 無回答 合計

全体

n=1,156
16.4% 12.2% 1.5% 76.6% 18.3% 5.0% 1.8% 0.8% 0.6% 6.4% 0.1% 1.0% 140.7%

10代
n=11

27.3% 36.4% 0.0% 18.2% 72.7% 18.2% 0.0% 0.0% 0.0% 27.3% 0.0% 0.0% 200.0%

20代
n=32

15.6% 9.4% 0.0% 78.1% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 6.3% 131.3%

30代
n=28

14.3% 7.1% 3.6% 85.7% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 128.6%

40代
n=80

12.5% 7.5% 1.3% 85.0% 7.5% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 7.5% 0.0% 2.5% 130.0%

50代

n=89
12.4% 7.9% 1.1% 91.0% 9.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 1.1% 129.2%

60代
n=220

13.6% 11.4% 0.9% 84.5% 11.8% 4.1% 1.8% 0.9% 1.4% 6.4% 0.0% 0.5% 137.3%

70代

n=517
16.1% 13.2% 1.9% 74.5% 21.9% 5.4% 2.3% 0.8% 0.6% 6.0% 0.2% 0.4% 143.1%

80歳以上
n=177

24.9% 14.7% 1.1% 64.4% 22.0% 7.3% 2.8% 1.7% 0.6% 7.9% 0.0% 1.1% 148.6%

買い物に出かける際の交通手段

買い物で公共交通を利用している高齢者（65 歳以上）は  9.8％ 

※この数値は，複数の交通手段を利用する場合があるため，表の合計値とは

一致しない 

※路線バス，福ちゃん号，ふれ愛タクシー，一般タクシー，鉄道のうち 

１つ以上を利用している高齢者の割合を集計 
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③ 通院における移動状況 

＜通院先＞ 

・よく利用する医療機関は，町内は「山中医院」「国保診療所」「服部内科医院」が多

くなっています。町外の医療機関では「JA とりで総合医療センター」「龍ケ崎済生会

病院」が特に多く，それら以外の町外の医療機関への通院も多くなっています。 

・「山中医院」の利用が多い地区としては，利根フレッシュタウン地区，利根ニュータ

ウン地区，四季の丘地区となっています。 

・「国保診療所」の利用が多い地区としては，東文間地区，文間地区，利根ニュータウ

ン地区となっています。 

・「服部内科医院」の利用が多い地区としては，利根ニュータウン地区，布川地区，利

根フレッシュタウン地区，四季の丘地区となっています。 

・「JAとりで総合医療センター」の利用が多い地区としては，早尾台・羽根野台地区，

利根ニュータウン地区，もえぎ野台地区，利根フレッシュタウン地区となっていま

す。 

・「龍ケ崎済生会病院」の利用が多い地区としては，もえぎ野台地区，文間地区，東文

間地区となっています。 

 

 

  

表 通院でよく利用する医療機関（地区別） 

※10％以上 30％未満を黄色，30％以上 50％未満を緑色， 

50％以上を赤色で着色 

協和ガーデン

クリニック

（利根町）

国保診療所

（利根町）

鈴木内科医院

（利根町）

服部内科医院

（利根町）

早尾台医院

（利根町）

山中医院（利

根町）

JAとりで総合

医療センター

（取手市）

菊池整形外科

（龍ケ崎市）

全体

n=924
9.3% 17.3% 7.5% 12.7% 6.5% 23.7% 19.4% 9.2%

早尾台・羽根野台地区

n=232
8.6% 7.8% 19.8% 5.2% 22.8% 13.4% 25.0% 14.2%

もえぎ野台地区

n=48
25.0% 14.6% 2.1% 4.2% 2.1% 4.2% 18.8% 10.4%

文地区

n=45
6.7% 13.3% 11.1% 4.4% 0.0% 17.8% 15.6% 8.9%

利根ニュータウン地区

n=113
7.1% 20.4% 2.7% 22.1% 0.0% 38.1% 24.8% 9.7%

利根フレッシュタウン地区

n=150
10.0% 12.0% 4.7% 16.7% 2.0% 44.0% 18.7% 7.3%

四季の丘地区

n=36
16.7% 11.1% 0.0% 16.7% 2.8% 33.3% 13.9% 5.6%

布川地区

n=158
8.9% 18.4% 2.5% 19.0% 0.6% 26.6% 15.8% 4.4%

文間地区

n=67
4.5% 32.8% 4.5% 11.9% 1.5% 14.9% 13.4% 9.0%

東文間地区

n=71
5.6% 46.5% 0.0% 9.9% 0.0% 5.6% 14.1% 8.5%

龍ケ崎

済生会病院

（龍ケ崎市）

ひかりの森

内科クリニック

（龍ケ崎市）

平和台病院

（我孫子市）

もり整形外科

（我孫子市）

その他町内の

医療機関

町外の

医療機関
無回答 合計

全体

n=924
13.2% 4.7% 4.5% 5.1% 4.9% 38.3% 1.0% 177.2%

早尾台・羽根野台地区

n=232
12.5% 9.5% 0.4% 0.4% 3.9% 39.7% 0.9% 184.1%

もえぎ野台地区

n=48
25.0% 16.7% 2.1% 2.1% 4.2% 41.7% 0.0% 172.9%

文地区

n=45
11.1% 2.2% 2.2% 6.7% 0.0% 48.9% 0.0% 148.9%

利根ニュータウン地区

n=113
15.0% 0.0% 11.5% 5.3% 8.8% 33.6% 0.9% 200.0%

利根フレッシュタウン地区

n=150
12.7% 0.7% 9.3% 8.0% 8.0% 41.3% 0.7% 196.0%

四季の丘地区

n=36
11.1% 2.8% 11.1% 8.3% 0.0% 47.2% 0.0% 180.6%

布川地区

n=158
8.2% 1.3% 5.1% 8.9% 3.2% 35.4% 1.9% 160.1%

文間地区

n=67
17.9% 7.5% 0.0% 3.0% 1.5% 37.3% 1.5% 161.2%

東文間地区

n=71
15.5% 4.2% 0.0% 5.6% 7.0% 29.6% 0.0% 152.1%

通院でよく利用する医療機関
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＜時間帯＞ 

・出かける時間帯は，9時～10 時台が多くなっています。 

・帰る時間帯は，11 時～12 時台が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜交通手段＞ 

・交通手段は，自家用車（自分で運転）が多くなっています。 

・地区別にみると，利根ニュータウン地区，早尾台・羽根野台地区，利根フレッシュタ

ウン地区，四季の丘地区において，「徒歩」の回答割合が高くなっています。 

・利根フレッシュタウン地区，利根ニュータウン地区，文間地区，布川地区では「自転

車」の割合が高くなっています。 

・年代別にみると，高齢になるほど，「自家用車（自分で運転）」の回答割合が低くな

り，「自家用車（家族・知人等による送迎）」の回答割合が高くなる傾向にありま

す。 

・よく利用する鉄道駅は，「JR 取手駅」「JR 布佐駅」が多くなっています。鉄道駅ま

での交通手段は「路線バス」が最も多く，次いで「自家用車（自分で運転）」が多く

なっています。 

  

図 通院に出かける時間帯 

0.6%

2.7%

12.0%

31.6%

20.6%

6.9%

1.3%

2.9%

7.5%

6.3%

2.9%

0.6%

0.4%

0.0%

0.0%

0.1%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答 n=924

図 通院から帰る時間帯 

3.4%

12.4%

21.8%

21.5%

6.0%

3.7%

7.7%

9.3%

5.3%

1.6%

0.6%

0.1%

0.1%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以降

無回答 n=924

徒歩 自転車 原付・バイク
自家用車（自
分で運転）

自家用車（家
族・知人等に

よる送迎）

路線バス 福ちゃん号
ふれ愛
タクシー

一般タクシー 鉄道 その他 無回答 合計

全体
n=924

14.1% 7.1% 1.3% 71.3% 17.3% 6.1% 0.5% 2.4% 1.1% 4.9% 1.2% 0.4% 127.7%

早尾台・羽根野台地区
n=232

22.4% 4.3% 1.3% 60.8% 19.4% 12.5% 1.3% 3.4% 0.9% 6.0% 1.3% 0.0% 133.6%

もえぎ野台地区
n=48

6.3% 6.3% 0.0% 77.1% 14.6% 12.5% 0.0% 2.1% 0.0% 8.3% 2.1% 0.0% 129.2%

文地区
n=45

4.4% 6.7% 0.0% 77.8% 8.9% 4.4% 0.0% 2.2% 0.0% 4.4% 0.0% 0.0% 108.9%

利根ニュータウン地区
n=113

28.3% 9.7% 0.9% 62.8% 20.4% 6.2% 0.9% 4.4% 0.9% 6.2% 3.5% 0.9% 145.1%

利根フレッシュタウン地区
n=150

12.7% 10.7% 1.3% 72.7% 21.3% 5.3% 0.7% 1.3% 2.0% 8.0% 0.7% 1.3% 138.0%

四季の丘地区

n=36
11.1% 5.6% 5.6% 69.4% 19.4% 2.8% 0.0% 5.6% 2.8% 2.8% 0.0% 0.0% 125.0%

布川地区
n=158

9.5% 8.2% 0.0% 75.3% 17.7% 1.9% 0.0% 1.3% 1.9% 3.2% 1.3% 0.0% 120.3%

文間地区
n=67

1.5% 9.0% 3.0% 82.1% 16.4% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 113.4%

東文間地区
n=71

2.8% 2.8% 2.8% 88.7% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 102.8%

通院に出かける際の交通手段

表 通院に出かける際の交通手段（地区別） 

※10％以上 30％未満を黄色，30％以上 50％未満を緑色， 

50％以上を赤色で着色 
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図 鉄道駅までの交通手段 

自転車
4.4%

自家用車（自分

で運転）
22.2%

自家用車（家族・知

人等による送迎）
8.9%

路線バス
42.2%

その他
2.2%

無回答
20.0%

n=45

JR取手駅
55.6%

JR藤代駅
2.2%

JR布佐駅
28.9%

その他
2.2%

無回答
11.1%

n=45

図 主に利用する鉄道駅 

徒歩 自転車 原付・バイク
自家用車

（自分で運転）

自家用車
（家族・知人

等による送
迎）

路線バス 福ちゃん号
ふれ愛

タクシー
一般タクシー 鉄道 その他 無回答 合計

全体

n=924
14.1% 7.1% 1.3% 71.3% 17.3% 6.1% 0.5% 2.4% 1.1% 4.9% 1.2% 0.4% 127.7%

10代
n=6

0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

20代
n=13

0.0% 0.0% 0.0% 84.6% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

30代
n=14

0.0% 7.1% 0.0% 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 107.1%

40代
n=51

11.8% 7.8% 0.0% 78.4% 5.9% 7.8% 0.0% 2.0% 0.0% 9.8% 0.0% 0.0% 123.5%

50代

n=58
6.9% 3.4% 1.7% 86.2% 5.2% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 110.3%

60代
n=170

11.8% 6.5% 1.2% 82.4% 9.4% 5.3% 0.0% 1.8% 0.6% 4.1% 1.8% 0.0% 124.7%

70代

n=446
14.8% 6.7% 1.6% 70.4% 20.2% 6.5% 0.2% 2.0% 0.9% 5.6% 1.1% 0.7% 130.7%

80歳以上
n=163

20.9% 11.0% 1.2% 55.2% 22.7% 7.4% 2.5% 5.5% 3.1% 3.7% 1.8% 0.6% 135.6%

通院に出かける際の交通手段

表 通院に出かける際の交通手段（年代別） 

通院で公共交通を利用している高齢者（65 歳以上）は  9.9％ 

※この数値は，複数の交通手段を利用する場合があるため，表の合計値とは

一致しない 

※路線バス，福ちゃん号，ふれ愛タクシー，一般タクシー，鉄道のうち 

１つ以上を利用している高齢者の割合を集計 

※10％以上 30％未満を黄色，30％以上 50％未満を緑色， 

50％以上を赤色で着色 
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④ 通勤における移動状況 

＜通勤先＞ 

・通勤先は，約 2割が「利根町内」，約 8 割が町外へ通勤をしています。 

・町外の通勤先としては，「東京都内」「龍ケ崎市」「取手市」が多くなっています。 

・「利根町内」への通勤が多い地区としては，文間地区，東文間地区，文地区，布川地

区となっています。 

・「東京都内」への通勤が多い地区としては，利根ニュータウン地区，利根フレッシュ

タウン地区，早尾台・羽根野台地区となっています。 

・「龍ケ崎市」への通勤が多い地区としては，四季の丘地区，東文間地区，もえぎ野台

地区，早尾台・羽根野台地区となっています。 

・「取手市」への通勤が多い地区としては，布川地区，四季の丘地区，早尾台・羽根野

台地区、東文間地区となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

22.5%

15.6%

17.6%

25.9%

21.9%

21.1%

25.8%

34.3%

33.3%

12.0%

17.2%

17.6%

7.4%

5.3%

21.7%

14.3%

17.9%

11.8%

15.6%

7.8%

7.4%

5.3%

17.4%

17.7%

14.3%

15.4%

6.1%

6.3%

11.8%

18.8%

7.7%

6.7%

5.9%

7.4%

9.4%

15.8%

13.0%

11.3%

8.7%

7.7%

14.7%

20.3%

9.8%

11.1%

31.3%

23.7%

17.7%

5.7%

22.5%

20.3%

25.5%

40.7%

12.5%

23.7%

30.4%

17.7%

28.6%

12.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
n=374

早尾台・羽根野台地区
n=64

もえぎ野台地区
n=51

文地区
n=27

利根ニュータウン地区
n=32

利根フレッシュタウン地区
n=38

四季の丘地区
n=23

布川地区
n=62

文間地区
n=35

東文間地区
n=39

利根町内 龍ケ崎市 取手市 柏市 我孫子市

印西市 東京都内 その他 無回答

図 通勤先（地区別） 

※5％未満を非表示 
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＜時間帯＞ 

・出かける時間帯は，6時～8 時台が多くなっています。 

・帰る時間帯は，17 時～20 時台が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜交通手段＞ 

・交通手段は，自家用車（自分で運転）が多くなっています。 

・地区別にみると，文地区，文間地区，四季の丘地区において，「自家用車（自分で運

転）」の回答割合が特に高くなっています。 

・よく利用する鉄道駅は，「JR 取手駅」「JR 布佐駅」が多くなっています。鉄道駅ま

での交通手段は「路線バス」が最も多く，次いで「自家用車（自分で運転）」「自家

用車（家族・知人等による送迎）」が多くなっています。 

 

 

 

  

図 通勤に出かける時間帯 図 通勤から帰る時間帯 

0.5%

6.1%
21.4%

28.9%
25.4%

7.2%
0.0%
0.5%
1.3%
1.6%
2.1%
1.1%
0.3%
0.5%
0.3%
0.8%
0.3%
0.0%
0.0%
0.3%
1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時台

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

n=374

0.8%

0.0%
1.6%
0.8%
1.3%
1.3%
0.8%
2.4%
2.4%
2.9%
2.1%
4.5%
5.6%

15.2%
20.3%

15.8%
9.9%

5.9%
2.7%
1.6%
1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時台

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

n=374

表 通勤に出かける際の交通手段 

徒歩 自転車 原付・バイク
自家用車（自
分で運転）

自家用車（家
族・知人等に

よる送迎）

路線バス 福ちゃん号
ふれ愛
タクシー

一般タクシー 鉄道 その他 無回答 合計

全体
n=374

7.0% 6.1% 1.1% 77.5% 7.2% 9.6% 0.0% 0.0% 0.3% 18.4% 0.3% 0.5% 128.1%

早尾台・羽根野台地区
n=64

3.1% 1.6% 0.0% 78.1% 3.1% 21.9% 0.0% 0.0% 0.0% 26.6% 0.0% 0.0% 134.4%

もえぎ野台地区
n=51

3.9% 3.9% 2.0% 82.4% 5.9% 11.8% 0.0% 0.0% 2.0% 13.7% 0.0% 2.0% 127.5%

文地区

n=27
0.0% 3.7% 0.0% 92.6% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 111.1%

利根ニュータウン地区
n=32

18.8% 9.4% 0.0% 62.5% 9.4% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0% 31.3% 0.0% 0.0% 150.0%

利根フレッシュタウン地区
n=38

10.5% 13.2% 2.6% 55.3% 15.8% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 28.9% 0.0% 0.0% 136.8%

四季の丘地区
n=23

4.3% 4.3% 0.0% 87.0% 13.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.7% 0.0% 0.0% 121.7%

布川地区

n=62
14.5% 9.7% 1.6% 71.0% 8.1% 4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 24.2% 1.6% 1.6% 137.1%

文間地区
n=35

2.9% 2.9% 2.9% 91.4% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 0.0% 108.6%

東文間地区
n=39

2.6% 7.7% 0.0% 84.6% 7.7% 5.1% 0.0% 0.0% 0.0% 5.1% 0.0% 0.0% 112.8%

通勤・通学に出かける際の交通手段

※10％以上 30％未満を黄色，30％以上 50％未満を緑色， 

50％以上を赤色で着色 

自転車
7.2%

原付・

バイク
1.4%

自家用車

（自分で運転）
24.6%

自家用車

（家族・知人等

による送迎）
20.3%

路線バス
31.9%

その他
2.9%

無回答
11.6%

n=69

図 鉄道駅までの交通手段 図 主に利用する鉄道駅 

JR取手駅
52.2%

JR布佐駅
37.7%

その他
5.8%

無回答
4.3%

n=69
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⑤ 通学における移動状況 

＜通学先＞ 

・ほとんどの方が町外へ通学をしています。 

・町外の通学先としては，「取手市」「柏市」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

＜時間帯＞ 

・家を出る時間帯は，7時～8 時台が多くなっています。 

・家に帰る時間帯は，17 時～18 時台が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜交通手段＞ 

・交通手段は，鉄道が多くなっています。 

・よく利用する鉄道駅は，「JR 取手駅」「JR 布佐駅」が多くなっています。鉄道駅ま

での交通手段は「路線バス」「自家用車（家族・知人等による送迎）」が最も多く，

次いで「自転車」が多くなっています。 

 

  

図 家を出る時間帯 図 家に帰る時間帯 

0.0%

0.0%
9.1%

40.9%
22.7%

4.5%
4.5%
4.5%

0.0%
0.0%
0.0%

9.1%
0.0%

4.5%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時台

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答

n=22

0.0%

4.5%
0.0%
0.0%
0.0%

4.5%
4.5%

0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

27.3%
22.7%

4.5%
13.6%
13.6%

4.5%
0.0%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時台

5時台

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時台

22時台

23時以降

無回答
n=22

表 通学の際の交通手段 

徒歩 自転車 原付・バイク
自家用車（自

分で運転）

自家用車（家

族・知人等に

よる送迎）

路線バス 福ちゃん号
ふれ愛

タクシー
一般タクシー 鉄道 その他 無回答 合計

全体
n=22

13.6% 31.8% 0.0% 18.2% 31.8% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 54.5% 4.5% 0.0% 181.8%

通勤・通学に出かける際の交通手段

※10％以上 30％未満を黄色，30％以上 50％未満を緑色， 

50％以上を赤色で着色 

図 通学先 
※5％未満を非表示 

13.6% 18.2% 18.2% 9.1% 13.6% 22.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
n=22

利根町内 龍ケ崎市 取手市 柏市 我孫子市

印西市 東京都内 その他 無回答

自転車
16.7%

自家用車

（自分で運転）
8.3%

自家用車

（家族・知人等

による送迎）
25.0%

路線バス
25.0%

その他
8.3%

無回答
16.7%

n=12

図 鉄道駅までの交通手段 図 主に利用する鉄道駅 

JR取手駅
33.3%

JR藤代駅
16.7%

JR布佐駅
25.0%

関東鉄道

竜ヶ崎駅
8.3%

その他
16.7%

n=12
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⑥ ふれ愛タクシーについて 

＜認知状況及び利用状況＞ 

・回答者の約 9 割が「知っている」と回答しています。 

・利用有無（年代別）をみると，70代以上による利用が多く，70代の約 1 割，80 歳

以上の約 2割が利用ありと回答しています。また，約 3 割が今後の利用意向を示して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用しない理由及び改善点＞ 

・利用しない理由は，「自家用車を持っていて移動に困っていないから」が多くなって

います。 

・改善点は，「土日祝日も運行する」が最も多く，次いで「予約方法を分かりやすくす

る」「スマートフォン等のアプリからでも予約できるようにしてほしい」が多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.1%

5.7%

6.2%

11.6%

6.3%

6.8%

12.2%

81.4%

100.0%

100.0%

100.0%

91.0%

94.9%

87.6%

79.5%

64.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
n=1,064

10代
n=9

20代
n=25

30代
n=22

40代
n=67

50代
n=79

60代
n=201

70代
n=483

80歳以上
n=172

登録し，現在利用している
登録しており，以前利用したことがある
登録しているが利用したことがない
登録していない，登録しているか分からない
無回答

知っている
88.3%

知らな
かった
9.7%

無回答
2.0%

n=120

図 ふれ愛タクシーの認知状況 

引き続き利用
していきたい

3.9%

機会があれ
ば利用して

みたい
26.6%

利用しない
と思う
30.2%

分からない
32.4%

無回答
6.9%

n=120

図 ふれ愛タクシーの利用意向 

4.6%

1.6%

26.4%

2.2%

10.6%

28.8%

25.3%

24.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

予約締切時間の短縮

予約受付開始日を早める

予約方法を分かりやすくする

運行開始時間を早める

運行終了時間を延長する

土日祝日も運行する

スマートフォン等のアプリからで

も予約できるようにしてほしい

無回答 n=368
MA=455

図 ふれ愛タクシーの改善点 

自家用車を持って

いて移動に困って

いないから
76.4%

家族や知人に送迎

してもらえるので，

移動に困っていない

から
7.3%

利用したい時間帯に

運行していないから
0.9%

行きたい目的

地まで運行して

いないから
2.5%

電話での予約や

30分前までの予

約が面倒だから
2.3%

複数の目的地

を回りたいが，

その都度予約

が必要だから
0.5%

利用方法（利用

登録や事前予約

など）が分からな

いから
2.3%

その他
1.9%

無回答
6.0%

n=754

図 ふれ愛タクシーを利用しない理由 

図 ふれ愛タクシーの利用状況（年代別） 

※5％未満を非表示 
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⑦ 福ちゃん号について 

＜認知状況及び利用状況＞ 

・回答者の約 9 割が「知っている」と回答しています。 

・利用有無（年代別）は，10 代，20 代，70代以上による利用が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用しない理由及び改善点＞ 

・利用しない理由は，「自家用車を持っていて移動に困っていないから」が多くなって

います。 

・改善点は，「毎週土曜日・日曜日も運行する」が最も多く，次いで「予約して利用し

たい時間に利用できるようにする」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

  

図 福ちゃん号の利用状況（年代別） 

6.4%

10.0%

9.5%

7.2%

9.5%

89.2%

90.0%

90.5%

100.0%

94.3%

96.0%

92.9%

88.0%

81.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
n=1,045

10代
n=10

20代
n=21

30代
n=23

40代
n=70

50代
n=75

60代
n=197

70代
n=475

80歳以上
n=168

よく利用している 時々利用することがある

過去に利用したことがある 利用したことはない

無回答
※5％未満を非表示 

知っている
86.7%

知らな
かった
10.7%

無回答
2.6%

n=120

図 福ちゃん号の認知状況 

引き続き利用
していきたい

3.0%

機会があれば
利用してみたい

24.5%

利用しないと
思う

27.3%

分から
ない

34.4%

無回答
10.8%

n=120

図 福ちゃん号の利用意向 

40.8%

1.2%

5.4%

10.3%

29.3%

21.1%

21.5%

0% 20% 40% 60% 80%100%

毎週土曜日・日曜日も運行す

る

運行開始時間を早める

運行終了時間を延長する

路線バスとの乗継割引を設

ける

予約して利用したい時間に利

用できるようにする

その他

無回答 n=331
MA=429

図 福ちゃん号の改善点 

自家用車を持って

いて移動に困って

いないから
76.7%

家族や知人に送迎

してもらえるので，

移動に困っていな

いから
7.5%

利用したい時間帯に

運行していないから
1.9%

行きたい目的

地まで運行し

ていないから
4.3%

自宅の近くから

乗り降りできな

いから
2.3%

複数の目的地を回りた

いが，その都度乗り換

えるのが面倒だから
0.3%

その他
1.9%

無回答
5.1%

n=744

図 福ちゃん号を利用しない理由 
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⑧ 路線バスについて 

＜利用状況＞ 

・月に 1 回以上利用する人の割合は，約 12％で，地区別にみると，早尾台・羽根野台

地区，もえぎ野台地区，利根ニュータウン地区，利根フレッシュタウン地区が多くな

っています。一方で，約 6 割が「全く利用しない」を回答しており，地区別にみる

と，東文間地区，四季の丘地区，布川地区，文間地区が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用目的＞ 

・利用目的は，「観光・レジャー」，「買い物」，「通院」が多くなっています。 

 

 

 

  

7.1%

13.7%

7.3%

9.9%

8.0%

7.3%

28.1%

48.8%

29.3%

32.4%

28.2%

40.9%

9.1%

10.9%

9.6%

55.5%

22.1%

48.8%

59.2%

51.4%

44.9%

83.6%

83.1%

83.0%

85.4%

5.6%

10.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

n=1,205

早尾台・羽根野台地区
n=285

もえぎ野台地区
n=82

文地区
n=71

利根ニュータウン地区

n=142

利根フレッシュタウン地区
n=176

四季の丘地区
n=55

布川地区
n=201

文間地区

n=94

東文間地区
n=89

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に数日

年に数日 全く利用しない 無回答

図 路線バスの利用状況 
※5％未満を非表示 

15.0%

1.6%

23.8%

31.1%

19.7%

1.6%

38.5%

7.6%

14.8%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%100%

通勤

通学

通院

買い物

飲食

地域の集まりなど

観光・レジャー

習いごとや講座等への参加

その他

無回答
n=488
MA=778

図 路線バスを利用する目的 
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⑨ 公共交通サービスに対する意見 

＜利用状況及び利用者の満足度＞ 

・町内の公共交通（ふれ愛タクシー，福ちゃん号，路線バス，タクシー）を日常的に利

用している人の割合は，約 14%です。そのうち，「公共交通に満足している，やや満

足している」と回答した人は，約 3割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜公共交通に対する要望及び改善点＞ 

・便利になるための公共交通施策としては，「取手方面に向かう路線バスの増便」が約

3 割，次いで「布佐駅に向かう路線バスの増便」と「ふれ愛タクシーの町外で行ける

場所を増やす」が約 2割と多くなっています。 

・改善点は，「朝や夜の通勤・通学時間帯に鉄道駅へバスを運行」が最も多く、次いで

「路線バスの運行ルートを延伸または新設」が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用して

いる
13.6%

利用していない
83.2%

無回答
3.2%

n=1,205

8.9%

14.2%

1.6%

4.6%

3.2%

2.4%

1.7%

4.0%

1.8%

0.8%

5.2%

1.1%

2.4%

0.7%

3.9%

8.0%

35.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バスの運行ルートを延伸または新設

朝や夜の通勤・通学時間帯に鉄道駅へバスを運行

路線バスの始発便の運行時間繰り上げ

路線バスの最終便の運行時間繰り下げ

福ちゃん号の運行時間を拡大

福ちゃん号のバス停の追加

ふれ愛タクシーの運行時間を拡大（開始・最終時間の延長）

ふれ愛タクシーの町外の行き先追加

バス停周辺への駐車場の整備

バス停周辺への駐輪場の整備

ふれ愛タクシーをスマートフォンから予約できるようにする

バス停などで快適に待てる待合環境の整備

商業・公共施設等との企画乗車券（買い物や施設の利用等で運賃を割引）

路線バスや福ちゃん号，ふれ愛タクシーの乗り方教室の実施

町ホームページでの公共交通の情報発信を強化

その他

無回答

n=1,003

ふれ愛タクシー

のAIデマンド化
4.3%

ふれ愛タクシー

の町外で行ける

場所を増やす
15.9%

福ちゃん号で

町内に行ける

場所を増やす
3.7%

タクシー

助成券の

交付
3.7%

取手方面に向かう

路線バスの増便
29.3%

布佐駅に向かう

路線バスの増便
21.3%

その他
4.9%

無回答
17.1%

n=164

図 公共交通の満足度 

（日常的に利用している人のみを集計） 

満足
12.8%

やや
満足
22.0%

どちらとも
言えない

16.5%

やや
不満
19.5%

不満
18.9%

無回答
10.4%

n=164

図 利用したいと思うための改善点 

（最も優先するもの） 

図 便利になるための交通施策 

（日常的に利用している人のみを集計） 
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⑩ 今後の公共交通に対する意見について 

＜望まれる公共交通サービス＞ 

・町内で利用できると嬉しい交通サービスは，「アプリなどで予約をして自宅近くで乗

車できるサービス」が多くなっています。 

・運行の充実やアクセスしてほしい鉄道駅は「JR 取手駅」「JR 布佐駅」が多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜公共交通に対する町の財政負担について＞    ＜日常生活の移動で困る頻度＞ 

・公共交通に対する町の財政負担は，       ・日常生活で困る頻度をみると， 

「公共交通サービスが充実するのであれば，    約６割が困ることはないと回答 

「多少の財政負担の増加は仕方がない」が     しています。 

多くなっています。              ・年代別にみると，10 代，20 代， 

                            40 代，80 歳以上は困ることがあ 

                            るとの回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

38.5%

3.7%

23.8%

12.5%

23.7%

26.7%

26.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アプリなどで予約をして自宅近くで乗車できる

サービス

短距離移動に最適な自転車や電動キック

ボードのシェアリングサービス

定額で路線バスやふれ愛タクシーが

乗り放題になるサービス

スマートフォンでバス・タクシーなどの現在

位置や到着時刻を検索できるサービス

低速の小型電動車両で住宅地や集落などを

きめ細かく運行するバスサービス

安い運賃で利用できる自動運転バスや

自動運転タクシー

無回答

n=1,205
MA=1,875

JR取手駅
44.6%

JR藤代駅
7.9%

JR布佐駅
25.4%

関東鉄道

竜ヶ崎駅
1.7%

その他
1.2%

分からない
6.6%

無回答
12.6%

n=1,205

公共交通サービス

が充実するのであ

れば，多少の財政

負担の増加は仕方

がない
43.0%

財政負担・交通

サービス水準ともに

現状のままでよい
14.2%

公共交通サービス

を縮小して，財政

負担を減少した方

がよい
3.8%

分からない
23.8%

無回答
15.2%

n=1,205

31.3%

13.9%

8.3%

5.6%

8.5%

6.3%

11.1%

10.7%

13.1%

5.6%

9.0%

7.0%

10.5%

13.4%

18.8%

19.4%

14.3%

17.9%

15.6%

9.4%

12.8%

15.3%

61.5%

37.5%

50.0%

71.4%

56.0%

64.4%

71.3%

63.8%

48.9%

11.9%

6.3%

5.6%

8.9%

6.3%

13.4%

20.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体
n=1,205

10代
n=16

20代
n=36

30代
n=28

40代

n=84

50代

n=90

60代
n=223

70代
n=530

80歳以上
n=190

いつもある ある たまにある ない 無回答

図 日常生活の移動で困る頻度 

※5％未満を非表示 

図 町内で利用できると嬉しい

交通サービス 

図 運行の充実やアクセスしてほしい

鉄道駅 

図 町の財政負担について 
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２-３-２ ふれ愛タクシー登録者・利用者アンケート調査 

１） 調査概要 

 

項目 内容 

調査対象者 ふれ愛タクシー登録者・利用者：265人 

調査方法 郵送配布，郵送回収（Web 回答も可） 

調査時期 令和 5 年 11月 16 日（木）から令和 5年 12 月 3 日（日） 

回収数 141 人 

 

２） 調査結果（概要） 

① 回答者の属性 

・回答者の年齢は，「75 歳以上」が 69.5%と最も高くなっています。 

・居住地域は，布川地区が 56.0％，文地区が 31.2％と高くなっています。 

・自動車で移動することがない回答者が多い状況です。普段から運転している回答者は

23.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

文地区
31.2%

布川地区
56.0%

文間地区
4.3%

東文間

地区
2.1%

その他
3.5%

無回答
2.8%

n=141

図 居住地域 

10歳代
0.7%

30歳代
0.7%

40歳代
1.4%

50歳代
1.4% 60～64歳

4.3%

65～69歳
3.5%

70～74歳
14.9%

75歳以上
69.5%

無回答
3.5%

n=141

図 年齢 

免許を持っており，

普段から運転している
23.4%

免許を持っているが，

あまり運転しない
13.5%免許を持っていない

（取得したことがない・

失効等した）
36.2%

免許証を返納

している
26.2%

無回答
0.7%

n=141

図 自動車の運転状況 
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② 利用状況や利用目的 

・登録者のうち，82.3％は利用しているもしくは利用したことがある回答となっていま

す。一方で，一度も利用したことがない回答者が 17.7％となっています。 

・利用目的としては，通院が最も多い状況で，買い物でも利用している実態が見えます。 

・利用頻度は，年に数回以下の利用が最も多い状況です。一方で，１番目に多い利用方法

の利用頻度をみると，44.8％が月に数回以上利用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

週に２～３日

程度
3.4%

週に１日

程度
7.8%

月に数日

程度
33.6%

年に数回

以下
50.9%

無回答
4.3%

n=116

図 １番目に多い利用方法の利用頻度 

通院
79.3%

買い物
8.6%

飲食
0.9%

手続きなど

（町役場や

銀行）
1.7%

その他
6.0%

無回答
3.4%

n=116

図 １番目に多い利用方法の利用目的 

平日ほぼ

毎日
0.9%

週に２～３日

程度
2.6%

週に１日

程度
3.4%

月に数日

程度
15.5%

年に数回

以下
21.6%

無回答
56.0%

n=116

図 ２番目に多い利用方法の利用頻度 

通院
14.7%

買い物
18.1%

手続きなど

（町役場や

銀行）
9.5%

その他
9.5%

無回答
48.3%

n=116

図 2 番目に多い利用方法の利用目的 

利用している・

利用したこと

がある
82.3%

利用したこと

がない
17.7%

n=141

図 ふれ愛タクシーの利用有無 
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③ 利用者の特性 

・往復での利用が多いものの，一部で，行きのみの利用となっています。 

 その理由としては，時間に合う便がないからとの回答となっており，その場合，もう片

方の移動手段は，路線バス，自動車（家族等の運転），福ちゃん号となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

往復で利用
67.2%

行きのみ
18.1%

帰りのみ
3.4%

無回答
11.2%

n=116

図 １番目に多い利用方法の

往復の利用状況 

図 往復で利用していない理由 

時間に合う便が

ないから
54.1%

乗り継ぎが不便

だから
5.4%

目的地が複数

あるから
2.7%

送迎してもら

えるから
8.1%

他の交通手段が

あるから
13.5%

無回答
16.2%

n=37

往復で

利用
31.9%

行きのみ
8.6%

帰りのみ
6.0%

無回答
53.4%

n=116

図 ２番目に多い利用方法の

往復の利用状況 

図 往復で利用していない場合の 

もう片方の移動手段 

徒歩のみ
5.4%

自動車（自分

の運転）
2.7%

自動車

（家族等

の運転）
18.9%

福ちゃん号
13.5%路線バス

29.7%

一般タクシー
13.5%

その他
2.7%

無回答
13.5%

n=37
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④ 満足状況と改善ニーズ 

・目的地や運賃については満足している状況が見える一方で，運行時間帯については，満

足度が低い状況が見えます。その結果として，一部，行きのみの利用となっていること

が考えられます。 

・改善ニーズとしては，土日祝日の運行，運行終了時間の延長，予約締切時間の短縮など

が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

運行時間帯
2.6%

目的地
25.0%

予約方法
10.3%

所要

時間
0.9%

運賃
21.6%待ち時間

3.4%

無回答
36.2%

n=116

図 運行内容について１番目に

満足している項目 

運行時間帯
26.7%

目的地
16.4%

予約方法
0.9%

所要時間
2.6%

運賃
2.6%

待ち時間
10.3%

無回答
40.5%

n=116

図 運行内容について１番目に

不満に思う項目 

48.3%

33.6%

12.9%

8.6%

6.9%

4.3%

2.6%

4.3%

24.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土日祝日も運行する

運行終了時間を延長する

予約締切時間の短縮

運行開始時間を早める

予約方法をわかりやすくする

スマートフォン等のアプリからで

も予約できるようにしてほしい

予約受付開始日を早める

その他

無回答
n=116
MA=169

図 ふれ愛タクシーの改善点 
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⑤ 非利用者の特性 

・登録しているものの，利用していない理由として，「自分で自動車を運転できるから」

との回答が多いものの，「利用方法がよくわからず，使いづらいから」との回答も見ら

れます。 

・使いづらい点として，予約方法がわかりにくい，予約締切時間が 30 分前で利用しづら

いとの回答が見られます。 

・回答者数は少ないものの，改善されれば，利用する意向を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

52.0%

28.0%

24.0%

4.0%

4.0%

4.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で自動車を運転できるから

利用方法がよくわからず，

使いづらいから

家族等が送迎してくれるから

体が不自由で利用できないから

登録したことを忘れていたから

その他

無回答 n=25
MA=30

利用している・

利用したこと

がある
82.3%

利用したこと

がない
17.7%

n=141

図 ふれ愛タクシーの利用有無（再掲） 

図 ふれ愛タクシーの使いづらい点 

71.4%

57.1%

57.1%

57.1%

57.1%

42.9%

28.6%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

予約方法がわかりにくい

予約締切時間が30分前で

利用しづらい

土日祝日は運行していない

町外の行きたい場所まで

運行していない

運行終了時間が早い

運行開始時間が遅い

予約受付開始日が７日前

だと遅い

その他

無回答
n=7
MA=27

図 ふれ愛タクシーを利用しない理由 

増える

と思う
100.0%

n=7

図 使いづらい点が改善された場合の 

利用意向 
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２-３-３ 福ちゃん号利用者アンケート調査 

１） 調査概要 

 

項目 内容 

調査対象者 福ちゃん号の利用者 

調査方法 車内留め置き，車内または郵送回収（Web 回答も可） 

調査時期 令和 5 年 11月 13 日（月）から令和 5年 11 月 26 日（日） 

配布数・回収数 42 人 

 

２） 調査結果（概要） 

① 回答者の属性 

・回答者の年齢は，「75 歳以上」が 81.0%と最も高くなっています。 

・自動車の運転状況は，免許を保有していない回答者が 85.7%を占めています。 

・自動車での移動状況（乗せてもらう場合も含む）は，自動車で移動することはほとんど

ないという回答者が 47.6%を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

免許を持っているが，

ほとんど運転しない
14.3%

免許を返納している
50.0%

もともと免許を

持っていない
35.7%

n=42

図 自動車の運転状況 

20歳代
2.4% 60～64歳

2.4%

70～74歳
9.5%

75歳以上
81.0%

無回答
4.8%

n=42

図 年齢 

図 自動車での移動状況 

（乗せてもらう場合も含む） 

主に自動車で

移動している
21.4%

時々，自動車

で移動している
21.4%

自動車で移動する

ことはほとんどない
47.6%

無回答
9.5%

n=42
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② 利用目的や利用頻度 

・利用目的としては，買い物や通院が多く，その他には、習いごとや講座などへの参加で

も利用している実態が見えます。 

・利用頻度としては，月に数日以上の利用が多く，中には週に 1～2日以上利用している

回答者も多い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  通院
26.2%

買い物
26.2%

地域の集まり

など
4.8%

習いごとや

講座等への

参加
7.1%

その他
7.1%

無回答
28.6%

n=42

図 ２番目に多い利用方法の利用目的 

通勤
2.4%

通院
14.3%

買い物
35.7%

地域の集まりなど
2.4%

習いごとや講座等

への参加
19.0%

その他
14.3%

無回答
11.9%

n=42

図 １番目に多い利用方法の利用目的 

週に３～４日

程度
11.9%

週に１～２

日程度
45.2%

月に数日

程度
31.0%

年に数日

以下
2.4%

無回答
9.5%

n=42

図 １番目に多い利用方法の利用頻度 

週に３～４日

程度
4.8%

週に１～２日

程度
14.3%

月に数日

程度
35.7%

年に数日

以下
2.4%

無回答
42.9%

n=42

図 ２番目に多い利用方法の利用頻度 
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③ 利用状況 

・往復利用が 57.１％となっている一方で，行きのみの利用が 21.4％となっています。 

・往復で利用していない理由としては，「時間に合う便がないから」との回答が多く，

60.0％となっています。 

・片方の移動手段としては，徒歩が多くなっており，他の交通手段の選択肢がない利用者

が多く存在している実態が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

往復で利用
35.7%

行きのみ
11.9%

帰りのみ
4.8%

無回答
47.6%

n=42

図 ２番目に多い利用の往復の利用状況 

往復で利用
57.1%行きのみ

21.4%

帰りのみ
4.8%

無回答
16.7%

n=42

図 １番目に多い利用の往復の利用状況 

図 往復で利用していない理由 

時間に合う便が

ないから
60.0%

目的地が複数

あるから
6.7%

送迎してもらえる

から
6.7%

その他
6.7%

無回答
20.0%

n=42

図 往復で利用していない場合の

もう一方の移動手段 

徒歩のみ
46.7%

自動車（家族等

の運転）
13.3%

路線バス
6.7%

ふれ愛タクシー
6.7%

一般タクシー
6.7%

その他
6.7%

無回答
13.3%

n=42
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④ 改善ニーズと有料化に対する意見 

・改善ニーズとしては，運行本数の増加，土日の運行を求める意見が見られます。 

・有料化に対しては，利便性の向上に伴う有料化を求める回答が 61.9％と多い一方で，現

在のまま無料運行を求める回答も 35.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

もっと運行

本数を増や

してほしい
14.3%

もっと朝早い

時間帯から運行

してほしい
4.8%

もっと夕方の

遅い時間帯

まで運行して

ほしい
2.4%

毎週土曜日・

日曜日も運行

してほしい
45.2%予約ができ，利用したい

時間に利用できるように

なってほしい
4.8%

今の運行のまま

続けてほしい
2.4%

無回答
26.2%

n=42

もっと運行本数を

増やしてほしい
47.6%

もっと夕方の遅い時間帯まで

運行してほしい
2.4%

毎週土曜日・

日曜日も運行

してほしい
16.7%

予約ができ，利用したい

時間に利用できるように

なってほしい
7.1%

今の運行のまま

続けてほしい
7.1%

その他
4.8%

無回答
14.3%

n=42

図 今後の福ちゃん号の運行についての

考えに最もあてはまる項目 

図 今後の福ちゃん号の運行についての

考えに２番目にあてはまる項目 

図 福ちゃん号が有料化した場合の 

利用意向 

無料のまま利用したい

ので今の運行でよい
35.7%

便利に利用できるなら

有料になってもよい
61.9%

無回答
2.4%

n=42

65.4%

7.7%

11.5%

11.5%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100円

150円

200円

300円

無回答 n=26

図 有料にした場合の希望する料金 
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２-３-４ 路線バス利用者アンケート調査 

１） 調査概要 

 

項目 内容 

調査対象者 路線バスの利用者 

調査方法 車内留め置き，車内または郵送回収（Web 回答も可） 

調査時期 令和 5 年 10月 30 日（月）から令和 5年 11 月 26 日（日） 

配布数・回収数 60 人 

 

２） 調査結果（概要） 

① 回答者の属性 

・回答者の年齢は，「75 歳以上」が 33.3%，50 歳代が 28.3％と高くなっています。 

・自動車の運転状況は，免許を保有していない回答者が 40.0％と最も多く，次いで「免許

を持っているが，ほとんど運転しない」が 33.3％となっており，回答者の約 73％が運

転していない状況となっています。 

・自動車での移動状況（乗せてもらう場合も含む）は，回答者の 50%が自動車で移動して

いると回答しています。 

 

 

 

 

  

主に自動車で

移動している
18.3%

時々，自動車で

移動している
31.7%

自動車で移動

することは

ほとんどない
30.0%

無回答
20.0%

n=60

図 自動車での移動状況（乗せてもらう場合も含む） 

図 自動車の運転状況 

免許を持っており，

よく運転している
26.7%

免許を持っているが，

ほとんど運転しない
33.3%

免許を返納

している
25.0%

もともと免許を

持っていない
15.0%

n=60

20歳代
5.0%

30歳代
1.7%

40歳代
6.7%

50歳代
28.3%

60～64歳
3.3%

65～69歳
6.7%

70～74歳
11.7%

75歳以上
33.3%

無回答
3.3%

n=60

図 年齢 
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② 利用目的や利用頻度 

・利用目的としては，通勤が最も多い状況で，買い物でも利用している実態が見えます。 

・一番目に多い利用方法の利用頻度をみると，週 5 日以上が 28.3％，週に 1～2 日程度

が 23.3％で，週 5 日以上の利用や週に数回程度の利用が多い状況となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

週５日

以上
28.3%

週に３～４日

程度
15.0%週に１～２

日程度
16.7%

月に数日

程度
13.3%

年に数日

以下
6.7%

無回答
20.0%

n=60

図 １番目に多い利用方法の利用頻度 

通勤
41.7%

通学
1.7%

通院
6.7%

買い物
13.3%

飲食
5.0%

観光・レジャー
3.3%

習いごと

や講座等

への参加
3.3%

その他
5.0%

無回答
20.0%

n=60

図 １番目に多い利用方法の利用目的 

週に３～４日

程度
3.3%

週に１～２日

程度
23.3%

月に数日

程度
28.3%

年に数日

以下
11.7%

無回答
33.3%

n=60

図 ２番目に多い利用方法の利用頻度 図 ２番目に多い利用方法の利用目的 

通勤
5.0%

通院
3.3%

買い物
31.7%

飲食
3.3%

観光・レジャー
23.3%

その他
3.3%

無回答
30.0%

n=60
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③ 利用状況 

・往復利用が 53.3％となっている一方で，行きのみの利用が 13.3％となっています。 

・往復で利用していない理由としては，「時間に合う便がないから」との回答が多く，

71.4％となっています。 

・往復で利用しない場合，もう一方の移動手段としては，自動車（運転・送迎）と徒歩が

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

往復で

利用
53.3%

行きのみ
13.3%

帰りのみ
6.7%

無回答
26.7%

n=60

図 １番目に多い利用の往復の利用状況 図 ２番目に多い利用の往復の利用状況 

往復で

利用
48.3%

行きのみ
10.0%

帰りのみ
3.3%

無回答
38.3%

n=60

図 往復で利用していない理由 

時間に合う便が

ないから
71.4%

乗り継ぎが

不便だから
7.1%

送迎して

もらえる

から
7.1%

その他
7.1%

無回答
7.1%

n=14

図 往復で利用していない場合の

もう一方の移動手段 

徒歩のみ
50.0%

自動車（自分

の運転）
14.3%

自動車（家族等

の運転）
35.7%

n=14
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④ 公共交通利用で重要視する項目 

・公共交通利用で重要視する項目としては，各時間帯における運行本数の増加，鉄道やバ

スへの乗り継ぎのしやすさ，運賃の安さなど，多様に見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

運行ルート
5.0%

朝の時間帯の

運行本数
8.3%

昼の時間帯の

運行本数
21.7%
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図 公共交通利用で２番目に重要な項目 図 公共交通利用で１番目に重要な項目 
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図 公共交通利用で３番目に重要な項目 
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２-３-５ 公共交通事業者ヒアリング 

１） 調査概要 

 

項目 内容 

調査対象者 
タクシー事業者：布川交通 株式会社 

路線バス事業者：大利根交通自動車 株式会社 

調査方法 各社に訪問し，ヒアリングシートに沿って聞き取り調査 

調査時期 令和 6 年 2月 21 日（木） 

配布数・回収数 

体制（車両台数や人員など） 

タクシー，ふれ愛タクシー，路線バスの利用実態 

事業者として感じている公共交通の問題点や課題 など 

 

 

２） 調査結果（概要） 

 

・人手不足を感じています。 

・タクシーは，主に通院や通勤で利用されることが多いです。 

・ふれ愛タクシーについては，「日曜日・祝日の運行」「運行時間の拡大

（18 時頃まで）」などの要望をいただくことが多いです。 

・AI 配車システムを導入した運行を受託しています。 

 

 

・ドライバー不足，ドライバーの高齢化を抱えています。 

・さらに 2024年 4 月に施行された「自動車運転者の労働時間等の改善の

ための基準」の影響で，現状のサービスレベルを維持することが難しくな

ります。 

・町中心部内の移動で路線バスが利用されることは少なく，人手不足も深刻

化しているため，利用が少ない区間の見直しの必要性を感じています。 

・栄橋における交通渋滞の影響で，定時性が担保しにくいため，JR 布佐駅

方面への路線バス利用は多くないです。 

・利根町とも協力しながら，公共交通の利用促進を図っていきたいです。 

・町内では、公共交通同士の乗継は少ない。 

 

  

タクシー事業者 

路線バス事業者 
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２-４ 上位・関連計画において公共交通に求められる役割 

上位・関連計画内に位置付けられている“公共交通に関する施策”などを抽出し，地域公

共交通が果たすべき役割などを整理しました。 

 

 

１） 第５次利根町総合振興計画 

計画概要 

町の課題である人口減少を緩和するために，他の自治体から人

を呼び込む直接的な施策だけでなく，町内部の魅力とブランド

力を高めることが重要と考えられています。また，全世代の町

民の「元気」を町の財産と捉え，それを様々な分野で活かすこ

とにより，町民と地域が活動的になり，「利根町に住み続けた

い」と思えるようなまちづくりの好循環を目指しています。 

計画期間 2019 年度（平成 31年度）から 2030 年度（令和 12 年度） 

目指す将来像 

「ともに創ろう みんなが住みたくなるまち とね」が将来像

とされています。この将来像は，町民全体の「元気」を活か

し，子育て，福祉，教育，経済，防災など町が関わる全ての分

野で町民と地域が活動的になり，住み続けたいと思えるような

まちづくりを進めることを目指しています。 

公共交通に関する記載 

道路・交通網の整備に関しては，公共交通を充実させるため

に，町民のニーズを捉えながら公共交通事業者などと連携を取

り，公共交通の利便性の向上と公共交通サービスの確保を図り

ます。 

 

 

２） 利根町都市計画マスタープラン 

計画概要 

都市の将来像や土地利用，道路，公園，下水道などの都市施設

の整備方針を示す，都市づくりの総合的な指針です。長期的な

視点から，実現すべき都市の将来像を明確にし，町が決定する

都市計画法に基づく方向性や都市整備に関わる総合的な指針を

示しています。 

計画期間 2019 年度（平成 31年度）から 2030 年度（令和 12 年度） 

目指す将来像 

「高齢化，情報化，国際化等の社会環境変化のなかでも，『利

根町らしさ』を創出・発揮しながら，いきいきと躍動し，持続

的に発展していくまち」を目指します。利根町が持つ歴史や観

光，利根川などの魅力的かつ個性的な資源を活かし，都市機能

がバランス良く配備された田園都市の実現を目指します。 

公共交通に関する記載 

道路・交通に関しては，「利便性の高い都市形成に向けた道

路・交通ネットワークの形成」を目標とし，子どもから高齢者

まで誰もが安心できる道路空間を確保し，広域的な利用を含め

利便性の高い公共交通の形成を図ります。 

 

  



 

52 

 

 

３） 利根町地域福祉計画 

計画概要 

利根町地域福祉計画では，住民や関係機関が協力し，「自助・共

助・公助」の仕組みを推進することで，地域共生社会の実現を目

指しています。この計画は，町の総合振興計画の目標に基づき，

誰もが安心して暮らせる「ともに創ろう みんなが住みたくなる

まち とね」を実現するためのものです。 

計画期間 2021 年度（令和 3 年度）から 2025年度（令和 7 年度） 

目指す将来像 

本計画の将来像は，「ともに創ろう みんなが住みたくなるまち 

とね」です。地域全体で住民同士が支え合い，福祉活動を広げる

ことにより，住み慣れた地域で豊かな生活が営める社会の構築を

目指しています 

公共交通に関する記載 

地域に期待することとして，福祉バス「福ちゃん号」や「ふれ愛

タクシー」の積極的な利用が示されています。 

また，行政は地域内の交通環境の充実や障がい者など外出が困難

な方への移動支援を行うことで，住民の生活利便性を高めること

を目指しています。 

 

 

４） 利根町過疎地域持続的発展計画 

計画概要 

利根町過疎地域持続的発展計画は，人口減少や少子高齢化の進

展，公共施設やインフラの老朽化など，町が抱える課題に対応し

ながら持続可能な地域社会を構築することを目的としています。 

計画期間 2021 年度（令和 3 年度）から 2026年度（令和 8 年度） 

持続的発展の基本方針 

本計画の基本方針は，町の最上位計画である「第５次利根町総合

振興計画」と人口減少対策に関する具体的な施策を定めた「第２

期利根町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の施策を引き続き進

めるとともに，本計画に基づいて行う事業の財源として，特別に

発行が認められる過疎対策事業債を活用し，将来にわたって持続

可能な地域づくりを目指すこととしています。 

公共交通に関する記載 

成田線活性化推進協議会等との連携により，通勤・通学の利便性

向上のためＪＲ東日本へ要望活動や利用促進のための活動を推

進します。路線バス事業者と連携して，将来にわたるバス路線の

あり方について検討していきます。町民の公共交通に対するニー

ズに対応するため，福ちゃん号やふれ愛タクシー等と連携を図る

と共に，新たな取り組みを検討していきます。町の公共交通の利

便性向上を図るため，学識経験者等で構成する地域公共交通会議

を開催し，専門家のアドバイスを伺いながら，町の公共交通の方

向性について検討していきます。 
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２-５ 地域公共交通を取り巻く環境の変化 

地域公共交通を取り巻く環境も変化しており，これらの変化や先進的な取組を踏まえなが

ら，本町の公共交通サービスを検討していく必要があります。 

  

２-５-１ 人手不足と人件費・燃料費の高騰 

バス業界では深刻な運転手不足や， 2024年（令和 6 年）４月から施行された「自動車運

転者の労働時間等の改善のための基準」の改定により，路線の廃止や減便を含む再編が進めら

れています。また，全国的に人件費・燃料費が高騰しており，公共交通サービスの運行に係る

費用は増加傾向にあります。 

 

２-５-２ 公共交通サービスのデジタル化 

① 自動運転技術の導入 

人間の介入なしにバスやタクシーなどを運行する技術で，交通事故減少や運行効率の向上， 

ドライバー不足の解消などが期待されています。 

② オープンデータ化 

公共交通のデータ（時刻表，ルート情報など）を公開し，アプリ開発者などがアクセス 

できるようにする取組です。これにより，地域のバスや電車の時刻表，遅延情報などが， 

アプリやウェブサイトで簡単に確認できるようになります。 

③ AI デマンドシステム 

公共交通の効率化と利便性向上を目指した先進的な技術です。このシステムは，乗客の需要

をリアルタイムで予測し，最適な運行スケジュールを生成するために AI を活用します。これ

により，利用者は待ち時間の短縮や運行の信頼性向上を体感できるほか，公共交通機関は運行

コストの削減や効率的なリソース配分が可能となります 

 

 

２-５-３ カーボンニュートラル 

我が国は，２０２０年（令和 2 年）１０月に，２０５０年（令和３２年）までに温室効果

ガスの排出を全体としてゼロにする「カーボンニュートラル」を目指すことを宣言しました。 
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３．地域公共交通が抱える課題 

町の現状や上位関連計画を踏まえ，本町の地域公共交通が抱える課題を整理しました。 

 

 課題①  町内施設（商業施設・医療施設）への移動手段の拡充 

○ 町内において生活関連施設が立地しており，住民アンケート調査では買い物や通院に

おける町内施設までの移動も確認されていることから，町内施設までの移動をより便

利にするための検討が必要であると考えます。 

 

 課題②  町外施設（鉄道駅・主要医療施設）への移動手段の拡充 

○ 住民アンケート調査では，買い物・通院・通勤・通学における町外移動が多く，町民

の生活圏が町外にも及んでいることが確認されました。具体的な行き先としては，鉄

道駅（JR 取手駅，JR 布佐駅など）や大型商業施設（龍ケ崎市タイヨー，ヤオコー藤

代店など），医療施設（JA とりで総合医療センター，龍ケ崎済生会病院など）への

移動が多い状況です。このことから，町外施設までの移動手段の拡充が必要であると

考えます。 

 

 課題③  公共交通の利用促進 

○ 公共交通利用者数の減少に伴い，運行便数も減少している状況です。このままでは持

続的な公共交通サービスの提供が難しくなってしまうため，利用促進を行う必要があ

ると考えます。 

 

 課題④  輸送資源の活用検討 

○ 交通事業者におけるドライバー不足やドライバーの高齢化，さらには「自動車運転者

の労働時間等の改善のための基準の施行（2024 年（令和 6年）4 月）」によって

公共交通の担い手が不足している状況です。このままでは持続的な公共交通サービス

の提供が難しくなってしまうため，近隣自治体のコミュニティバスや地域主体の交通

サービスなどを活用しながら，公共交通の担い手を確保する必要があると考えます。 

 

 課題⑤  高齢化社会に対応した移動支援 

○ 本町においては，人口減少・少子高齢化の進行が著しく，今後もその傾向は続くと推

計されています。現状では，７５歳以上の町民においても自家用車で移動ができてい

る状況ですが，将来的に自家用車を運転できない高齢者が増えていくことが想定され

ます。このことから，高齢者の移動支援を検討する必要があると考えます。 
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 課題⑥  福ちゃん号及びふれ愛タクシーの利便性向上 

○ 福ちゃん号やふれ愛タクシーが高齢者の移動を支えている一方で，公共交通利用者ア

ンケート調査では，満足度が約 30%であること，往復利用がされていないこと，増

便などの要望が多いことなど，両サービスにおいても改善の余地があることが確認さ

れました。これらのことから，さらなる利便性向上に向けた検討及び取組が必要と考

えます。 

 

 課題⑦  便利で効率的な公共交通ネットワークの構築 

○ 都市計画マスタープランに示すとおり，本町では「利便性の高い都市形成に向けた道

路・交通ネットワークの形成」を図るとしています。現在では，路線バス・福ちゃん

号・ふれ愛タクシーなどによって公共交通ネットワークが形成されています。 

しかし，交通事業者ヒアリングでは「公共交通の乗継利用が少ない」という状況もあ

り，町内の公共交通を一体的に見直し，より便利でより効率的な公共交通ネットワー

クを構築する必要があると考えます。 

 

 

  



 

56 

 

４．地域公共交通が目指す方向性 

４-１ 基本方針 

地域公共交通の現状や地域公共交通が抱える課題などを踏まえ，本町の地域公共交通計画

の基本方針を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在は，町内を運行する多様な公共交通サービスがみなさんの生活を支えています。公共交

通サービス同士のつながりを強化することで，みなさんの生活をより強固に支えていきます。

一方で，社会情勢の変化などにより，行政・事業者だけで公共交通サービスを維持することが

難しい状況にあるため，その他関係者（地域住民・近隣自治体など）とも一丸となって公共交

通サービスを支えることを目指します。 

 

＜目指す将来像＞ 

 

 

  

＜利根町地域公共交通計画の基本方針＞ 

みんなの生活を みんなで支える 

持続可能な 地域公共交通ネットワークの構築 

文間地区 

及び 

東文間地区 
布川地区 

文地区  

布佐駅 

取手駅 

竜ヶ崎駅 

龍ケ崎済生会病院 
JA とりで総合医療センター 

広域交通 

生活交通 

交通結節点 

（乗継拠点） 

ふれ愛タクシー 

一般タクシー 

近隣市コミュニティバス など 

 など 

ふれ愛タクシー 

一般タクシー など 

路線バス 

一般タクシー 

近隣市コミュニティバス など 

路線バス 

ふれ愛タクシー 

一般タクシー 

輸送資源活用 など 

 

もえぎ野台待避所 

 
文化センター， 

保健福祉センター 

 利根町役場 

福ちゃん号 

ふれ愛タクシー 

一般タクシー 

新たな交通サービス など 

 

文間地区 

及び 

東文間地区 
布川地区 

文地区  

布佐駅 

取手駅 

竜ヶ崎駅 

龍ケ崎済生会病院 
JA とりで総合医療センター 

広域交通 

生活交通 

交通結節点 

（乗継拠点） 

ふれ愛タクシー 

一般タクシー 

近隣市コミュニティバス など 

 など 

ふれ愛タクシー 

一般タクシー など 

路線バス 

一般タクシー 

近隣市コミュニティバス など 

路線バス 

ふれ愛タクシー 

一般タクシー 

輸送資源活用 など 

 

もえぎ野台待避所 

 
文化センター， 

保健福祉センター 

 利根町役場 

福ちゃん号 

ふれ愛タクシー 

一般タクシー 

新たな交通サービス など 
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４-２ 地域公共交通ネットワークの基本的な考え方 

公共交通ネットワークの基本的な考え方を以下のとおり整理し，持続可能な地域公共交通ネ

ットワークの構築に取り組みます。 

 

類型 機能・役割 該当する路線・施設 

広域交通 
○本町と町外をつなぎ，主に通勤・通学や通院，

買い物を支える公共交通サービス。 

・路線バス 

・ふれ愛タクシー 

・一般タクシー など 

生活交通 
○各地域と町内施設や交通結節点をつなぎ，主

に買い物や通院を支える公共交通サービス。 

・福ちゃん号 

・ふれ愛タクシー 

・一般タクシー 

・新たな交通サービス など 

交通結節点 

○広域交通や生活交通が乗り入れ，公共交通同

士，公共交通と自家用車などが接続する拠点。 

○待合環境の整備，分かりやすい情報発信，ダ

イヤ調整などを行うことで，乗継利用をサポ

ートする。 

・利根町役場 

・もえぎ野台待避所 

・文化センター， 

保健福祉センター  

           など 

 

４-３ 地域公共交通の役割・必要性 

地域公共交通の役割・必要性を以下のとおり整理しました。 

 

路線名・運行区間 運行主体・運行形態 役割・必要性 

取手駅－北方車庫 

・大利根交通自動車(株) 

・定時定路型 

・もえぎ野・早尾台・羽根野台から JR 取手

駅までを運行し，主に住宅団地住民の通勤・

通学手段になっている。 取手駅－もえぎ野台 

取手駅－立崎 

・立崎～もえぎ野・早尾台・羽根野台～取手

駅を運行し，主に通勤・通学手段になって

いる。 

取手駅－ 

利根ニュータウン東 

・利根ニュータウン・羽根野台から取手駅ま

でを運行し，主に住宅団地住民の通勤・通

学手段になっている。 

布佐駅－ 

利根ニュータウン東 

・利根ニュータウン・布川地区から JR 布佐

駅までを運行し，主に住宅団地住民の通勤・

通学手段になっている。 

福祉バス 

（福ちゃん号） 

・利根町 

・定時定路型 

・保健福祉センターをはじめ，役場などの公

共施設，医療機関，商業施設などをつなぎ

町内におけるおでかけを支えている。 

ふれ愛タクシー 
・利根町 

・区域運行 

・町内全域や特例地域（隣接市町の一部地

域），町外の病院や鉄道駅を対象に運行し，

主に高齢者の通院や買い物を支えている。 
  



 

58 

 

４-４ 計画目標及び評価指標 

４-４-１ 計画目標 

基本方針を踏まえ，５つの計画目標を定めました。これら目標の達成に向けて，施策及び

事業に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■計画目標① 町内の移動を支える公共交通サービスの提供 

 自宅から町内主要施設（公共施設・スーパー・医療施設など）や交通結節点などへの移動手段を提供

することで “町民の買い物及び通院を支える”。 

■計画目標② 町外への移動を支える公共交通サービスの提供 

 町内主要拠点や交通結節点などから町外主要施設（鉄道駅や医療施設など）までの移動手段を提供す

ることで“町民の買い物・通院・通勤・通学を支える”。 

■計画目標③ スマートに連携する公共交通ネットワークの構築 

 町内外の交通サービス連携による利便性向上を図り“生活を支える持続可能な地域公共交通ネットワ

ークを構築する”。 

 

■計画目標④ 地域とともに支える公共交通サービスの提供 

 利根町・交通事業者だけでなく，地域住民や近隣自治体とも連携することで，公共交通サービスを“み

んなで支える”。公共交通を利用することで財政面を支える。公共交通の担い手となることで人材面を

支える。 

■計画目標⑤ 高齢者の生活を支える公共交通サービスの提供 

 高齢のため運転が難しい方，運転免許を返納した方，自家用車を持っていない方など，移動が不自由

になりやすい高齢者でも快適に移動できる公共交通サービスを提供することで，“高齢者の生活を支え

る”。 



 

59 

 

４-４-２ 評価指標 

本計画に掲げる計画目標の達成状況を評価するための指標を以下のとおり設定します。 

 

計画目標 評価指標 現状値 
目標値 

（R12） 
評価指標の考え方 算出方法 

計画目標① 

町内の移動を支え

る公共交通サービ

スの提供 

町が主体となる公共交通サー

ビスの利用者数 

16,356

人 

現状値 

以上 

町内の移動を支える交通は，町が実施主体となる「福ちゃん号」

「ふれ愛タクシー」が担うことから，それぞれの利用者数を以て，

計画目標①の達成状況を確認する。 

利根町が運行主体となる「福ちゃん号」「ふれ愛タクシー」

の年間利用者数をカウントする。 

計画目標② 

町外への移動を支

える公共交通サー

ビスの提供 

広域交通（路線バス）の運行本

数 

（平日・上下） 

158 

便/日 

現状値 

以上 

町外への移動を支える交通は，主に路線バスが担うことから，そ

のサービス提供状況（運行本数）を以て，計画目標②の達成状況を

確認する。 

定時定路線型で運行する広域交通（路線バス）の年間運行便

数をカウントする。 

※町内運行路線における上り・下りの便数を集計 

計画目標③ 

スマートに連携す

る公共交通ネット

ワークの構築 

“公共交通と自家用車・自転

車”の乗継利用を促進するた

めの取組件数（累計） 

― 
１件 

以上 

町内の公共交通と自家用車・自転車との連携を強化するため，乗

継環境整備などを行う予定である。それら取組の実施件数を以て，

計画目標③の達成状況を確認する。 

公共交通と自家用車・自転車との乗継利用促進を目的として

実施した取組（待合環境整備など）をカウントする。 

“公共交通同士”の乗継利用

を促進するための取組件数

（累計） 

― 
１件 

以上 

町内の公共交通同士の連携を強化するため，共通乗車券導入や乗

継ダイヤ調整などを行う予定である。それら取組の実施件数を以て，

計画目標③の達成状況を確認する。 

公共交通同士の乗継利用促進を目的として実施した取組（共

通乗車券，乗継ダイヤなど）をカウントする。 

計画目標④ 

地域とともに支え

る公共交通サービ

スの提供 

担い手確保に資する取組件数 ― 

6 回以上 

（累計） 

毎年 1 回 

公共交通サービスの持続可能性を高めるため，担い手確保に向け

た支援や近隣市・地域との協議を行う予定である。それら取組の実

施件数を以て，計画目標④の達成状況を確認する。 

公共交通の担い手確保を目的として実施した取組（運転手募

集掲載件数，就労支援金の交付件数，近隣市との協議など）

をカウントする。 

計画目標⑤ 

高齢者の生活を支

える公共交通サー

ビスの提供 

高齢者の“買い物”における 

公共交通利用率 
9.8％ 

現状値 

以上 

高齢者の日常移動のうち，特に買い物・通院を支えることを目指

していることから，それぞれの外出における公共交通利用率を以て，

計画目標⑤の達成状況を確認する。 

住民アンケート調査などを行い，買い物・通院において，「鉄

道」「路線バス」「福ちゃん号」「ふれ愛タクシー」「一般

タクシー」を１つ以上利用している高齢者の割合を算出す

る。 

※その他，新たな交通サービスを導入した場合は，その利用

も含めて算出する。 
高齢者の“通院”における 

公共交通利用率 
9.9％ 

現状値 

以上 
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５．計画目標達成に向けた施策及び事業 

５-１ 事業一覧 

 施策 事業 （★：重点事業） 取組概要 実施主体 

関係する計画目標 

（●：直接的関係 〇：間接的関係） 

① ② ③ ④ ⑤ 

 

施策１ 

公共交通 

ネットワーク

の再編 

①路線バスの見直し★ 

○町内運行路線の利用状況に応じた見直しを行う。 

【検討内容】 

町と交通事業者で協議・調整を行いながら，利用が少ない区間を見直し，利用が多い区間を維持・増便 など 

利根町 

交通事業者 
 ● ○  ● 

②福ちゃん号の運行効率

化★ 

○外回りコース，内回りコースの利用状況に応じたサービスの見直しを行う。本事業は「ふれ愛タクシーの利便性向上」と一体的に検

討する。 

【取組の例】 

運行ルートの短縮化 ＋ 運行便数の増便，分かりやすいルート名の設定，分かりやすいバス停の整備 など 

利根町 

交通事業者 
● ○ ○  ● 

③ふれ愛タクシーの利便

性向上★ 

○ふれ愛タクシーの更なる利便性向上に向けた見直しを行う。本事業は「福ちゃん号の運行効率化」と一体的に検討する。 

【取組の例】 

AI デマンドシステムの導入による運行効率化（待ち時間短縮，ネット予約対応），JR 布佐駅や藤代駅などへの乗り入れに向けた調整， 

運行時間帯の拡大，イベント開催に合わせた臨時便の検討 など 

※AI デマンドシステムを導入する際は，スマホ教室などを開催し，アプリ予約の方法などを説明する場を設ける。 

利根町 

交通事業者 
● ○ ○  ● 

④新たな交通サービスの

検討 

○路線バスや福ちゃん号，ふれ愛タクシーによってカバーできない移動ニーズがある場合に，新たな公共交通サービスを検討する。 

本事業は施策３の取組と一体的に検討する。 

【検討内容】 

住宅団地内や住宅団地から町外のバス停やスーパーなどまでの移動を支えるサービスを検討する。 

公共交通サービスが十分でない地域（文間地区・東文間地区）を対象に自家用有償旅客運送，ボランティア輸送などの導入を検討する。 

利根町 

交通事業者 

町民 

●    ● 

施策２ 

交通モード間

の連携強化 

⑤交通結節点における乗

継環境整備★ 

○もえぎ野待避所などに駐車スペース（自転車置き場を含む）の確保，路線バスと福ちゃん号の乗継ダイヤの調整などを行うことで，

公共交通同士，自家用車や自転車と公共交通の乗継利便性を高める。 

利根町 

交通事業者 
○ ○ ●   

⑥一体的な運賃体系の構

築検討 
○複数の交通サービスで利用できる，共通乗車券や乗継割引などを検討し，乗継利便性を高める。 

利根町 

交通事業者 
○ ○ ●   

⑦オープンデータ化の推

進 
○町内を運行する公共交通のオープンデータ化を行うことで，町内交通の乗継情報を検索しやすくし，乗継利便性を高める。 

利根町 

交通事業者 
  ●   

施策３ 

公共交通の 

担い手の確保 

⑧交通事業者の運転手確

保に向けた支援の検討 

○町が発行する広告媒体などを通して，運転手募集に関する広告などについて支援を行うことを検討する。 

○新規に運転手を雇用した公共交通事業者を対象に就労支援金を支給することを検討する。 
利根町  ●  ●  

⑨近隣市の交通サービス

の乗り入れ検討 
○近隣市と調整しながら，公共交通の相互乗り入れなどを検討する。 

利根町 

近隣市 
 ● 〇 ●  

施策４ 

公共交通の 

利用促進 

⑩総合交通マップの充実 ○町内公共交通の運行ルート，ダイヤ，利用方法，乗継案内などを一つにまとめた冊子を作成する。 利根町    ● ● 

⑪周知チラシ等の充実 ○公共交通を知ってもらうための取組として，運行情報や利用方法などを簡潔にまとめたチラシやポスターを作成する。 利根町    ● ● 

⑫乗り方教室の開催 

○公共交通の利用方法を知ってもらい，利用意識を持ってもらうための取組として，乗り方教室を開催する。 

【開催方法】 

町内の小中学校や地域の集会，イベントなどに出向いての開催や交通事業者の協力を得て，実際のバス車両を用いて，乗車から降車ま

での一連の流れの実施体験も検討する。 

利根町 

交通事業者 
   ● ● 
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５-２ 事業の詳細 

 

事業① 路線バスの見直し 

実施内容 

■取組内容 
・町内運行路線の利用状況に応じた見直しを行う。 

【検討内容】 
・町と交通事業者で協議・調整を行いながら，利用が少ない区間を見直し，
利用が多い区間を維持・増便など 

実施主体 利根町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標② 町外への移動を支える公共交通サービスの提供 

計画目標⑤ 高齢者の生活を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

調整 実施 効果検証 
再度見直し 

※適宜 
         

 

 

事業② 福ちゃん号の運行効率化 

実施内容 

■取組内容 
・外回りコース，内回りコースの利用状況に応じたサービスの見直しを
行う。本事業は「ふれ愛タクシーの利便性向上」と一体的に検討する。 

【取組の例】 

・運行ルートの短縮化 ＋ 運行便数の増便 
・分かりやすいルート名の設定，分かりやすいバス停の整備 など 

実施主体 利根町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標① 町内の移動を支える公共交通サービスの提供 
計画目標⑤ 高齢者の生活を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

調整 実施 効果検証 
再度見直し 

※適宜 
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事業③ ふれ愛タクシーの利便性向上 

実施内容 

■取組内容 
・ふれ愛タクシーの更なる利便性向上に向けた見直しを行う。本事業は
「福ちゃん号の運行効率化」と一体的に検討する。 

 
【取組の例】 
・AI デマンドシステムの導入による運行効率化（待ち時間短縮，ネット
予約対応） 

・JR 布佐駅や藤代駅などへの乗り入れに向けた調整 
・運行時間帯の拡大，イベント開催に合わせた臨時便の検討 など 

 

※AI デマンドシステムを導入する際は，スマホ教室などを開催し，アプ
リ予約の方法などを説明する場を設ける。 

 
■AI デマンドシステムとは 
・ＡＩを活用することで利用者予約に対し，リアルタイムに最適配車を
行うサービス。定まった路線を持たず，配車予約と車両位置からＡＩが
リアルタイムに最適な運行ルートを決定するため，乗合をしつつ，概ね
希望時間通りの移動が可能となる。個々の移動ニーズに対応しつつ，低
コストで一定数の人が同時に移動可能。近隣では龍ケ崎市でも実証実
験が行われました。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

実施主体 利根町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標① 町内の移動を支える公共交通サービスの提供 
計画目標⑤ 高齢者の生活を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

AI システムの導入検討 

実証運行 
効果検証 

本格導入 

※導入効果が確認できた場合 
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事業④ 新たな交通サービスの検討 

実施内容 

■取組内容 
・路線バスや福ちゃん号，ふれ愛タクシーによってカバーできない移動
ニーズがある場合に，新たな公共交通サービスを検討する。本事業は施
策３の取組と一体的に検討する。 

【検討内容】 
・住宅団地内や住宅団地から町外のバス停やスーパーなどまでの移動を
支えるサービスを検討する。 

・公共交通サービスが十分でない地域（文間地区・東文間地区）を対象に
自家用有償旅客運送，ボランティア輸送などの導入を検討する。 

実施主体 利根町・交通事業者・町民 

関連する 

計画目標 

計画目標① 町内の移動を支える公共交通サービスの提供 
計画目標⑤ 高齢者の生活を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

公共交通サービスによってカバーできない移動ニーズの確認 ※毎年確認 

⇒必要に応じて，新たな交通サービスの導入検討 

 

 

事業⑤ 交通結節点における乗継環境整備 

実施内容 

■取組内容 
・もえぎ野待避所などに駐車スペース（自転車置き場を含む）の確保，路

線バスと福ちゃん号の乗継ダイヤの調整などを行うことで，公共交通同士，
自家用車や自転車と公共交通の乗継利便性を高める。 

実施主体 利根町・交通事業者 

関連する 

計画目標 
計画目標③ スマートに連携する公共交通ネットワークの構築 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

調整 実施 
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事業⑥ 一体的な運賃体系の構築検討 

実施内容 
■取組内容 
・複数の交通サービスで利用できる，共通乗車券や乗継割引などを検討
し，乗継利便性を高める。 

実施主体 利根町・交通事業者 

関連する 

計画目標 
計画目標③ スマートに連携する公共交通ネットワークの構築 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

調整 実施 効果検証 
再度見直し 

※適宜 

 

 

事業⑦ オープンデータ化の推進 

実施内容 
■取組内容 
・町内を運行する公共交通のオープンデータ化を行うことで，町内交通
の乗継情報を検索しやすくし，乗継利便性を高める。 

実施主体 利根町・交通事業者 

関連する 

計画目標 
計画目標③ スマートに連携する公共交通ネットワークの構築 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

調整 実施 
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事業⑧ 交通事業者の運転手確保に向けた支援の検討 

実施内容 

■取組内容 
・町が発行する広告媒体などを通して，運転手募集に関する広告などに
ついて支援を行うことを検討する。 

・新規に運転手を雇用した公共交通事業者を対象に就労支援金を支給す
ることを検討する。 

実施主体 利根町 

関連する 

計画目標 

計画目標② 町外への移動を支える公共交通サービスの提供 
計画目標④ 地域とともに支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

調整が整い次第，実施 

 

 

事業⑨ 近隣市の交通サービスの乗り入れ検討 

実施内容 

■取組内容 
・近隣市と調整しながら，公共交通の相互乗り入れなどを検討する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 利根町・近隣市 

関連する 

計画目標 

計画目標② 町外への移動を支える公共交通サービスの提供 
計画目標④ 地域とともに支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

調整 
実施 

※調整が整い次第 
       

龍ケ崎市コミュニティバス 取手市コミュニティバス 

提供：龍ケ崎市 提供：取手市 
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事業⑩ 総合交通マップの充実 

実施内容 

■取組内容 
・町内公共交通の運行ルート，ダイヤ，利用方法，乗継案内などを一つに
まとめた冊子を作成する。 

 
■参考事例（千葉県旭市） 
・市内を運行する公共交通の情報を一つの冊子にまとめ，配布，HP への
掲載を行っている。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 利根町 

関連する 

計画目標 

計画目標④ 地域とともに支える公共交通サービスの提供 
計画目標⑤ 高齢者の生活を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

準備・検討 配布 （適宜，改定） 
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事業⑪ 周知チラシ等の充実 

実施内容 

■取組内容 
・公共交通を知ってもらうための取組として，運行情報や利用方法など
を簡潔にまとめたチラシやポスターを作成する。 

 

■参考事例（山口県防府市） 

・バスの利便性を周知するため，自
動車学校の協力のもと，運転免
許更新（高齢者講習）の講習者に
チラシを配布した。 

・チラシにはバスの利用方法や利

用するメリットを記載した。 
 
 

 

実施主体 利根町 

関連する 

計画目標 

計画目標④ 地域とともに支える公共交通サービスの提供 
計画目標⑤ 高齢者の生活を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

デザイン等の検討 配布 （適宜，改定） 
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事業⑫ 乗り方教室の開催 

実施内容 

■取組内容 
・公共交通の利用方法を知ってもらい，利用意識を持ってもらうための
取組として，乗り方教室を開催する。 

【開催方法】 
・町内の小中学校や地域の集会，イベントなどに出向いての開催や交通
事業者の協力を得て，実際のバス車両を用いて，乗車から降車までの一
連の流れの実施体験も検討する。 

 
■参考事例（千葉県多古町） 
・多古町では令和５年９月にバスの乗り方教室を実施し，バスの利用方

法の周知を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施主体 利根町・交通事業者 

関連する 

計画目標 

計画目標④ 地域とともに支える公共交通サービスの提供 
計画目標⑤ 高齢者の生活を支える公共交通サービスの提供 

実施スケジュール 

令和 

7 年度 

令和 

8 年度 

令和 

9 年度 

令和 

10 年度 

令和 

11 年度 

令和 

12 年度 

調整 実施 ※年 1 回以上 
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６．計画の推進体制 

６-１ 推進体制 

地域公共交通活性化協議会において，毎年度，取組の実施状況の確認，効果検証や取組の改

善案などについて協議を行います。 

また，計画期間における社会情勢の変化を踏まえ，見直しが必要な場合は，上位・関連計画

との整合を図りつつ，計画の改定を行っていきます。 

 

推進組織 構成員 役割 

利根町地域公共 

交通活性化協議 

会 

交通事業者，町民・

公共交通の利用者，

学識経験者，警察，

国・県の交通施策担

当者 など 

本計画に位置付けた取組の実施状況の確認，効果

検証や取組の改善案などについて協議し，計画の

進行管理を行う。 

また，必要に応じて，計画の改定に係る協議を行

う。 

 

 

６-２ 進捗管理手法 

目標に応じた評価指標の達成状況や取組の進捗状況を確認し，ＰＤＣＡサイクル【計画 

（Ｐｌａｎ）→実施（Ｄｏ）→評価（Ｃｈｅｃｋ）→見直し（Ａｃｔｉｏｎ）】による計画の

進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 進捗管理イメージ 
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■第５次利根町総合振興計画後期基本計画策定経過 

 

日時 内容 

令和 5年 5月 29 日 

■第１回利根町地域公共交通活性化協議会 

- 利根町地域公共交通活性化協議会について 

- 利根町地域公共交通計画について 

令和 5年 10月 30 日 

■第２回利根町地域公共交通活性化協議会 

- 地域公共交通を取り巻く現状 

- 各種アンケート調査の実施概要 

令和 5年 10月 30 日～ 

令和 5年 11月 26 日 

■路線バス利用者アンケート 

- 回収数 60票 

令和 5年 11月 13 日～ 

令和 5年 11月 26 日 

■福ちゃん号利用者アンケート 

- 回収数 42票 

令和 5年 11月 16 日～ 

令和 5年 12月 3 日 

■ふれ愛タクシー登録者・利用者アンケート 

- 回収数 141票（配布数 265 票） 

令和５年 12月 8日～ 

令和５年 12月 22日 

■住民アンケート 

- 回収数 1,205票（配布数 3,000 票） 

令和５年 12月９日， 

令和５年 12月 10日 

■住民説明会（ワークショップ形式，4地区で実施） 

- 参加者数延べ 18 人 

令和 6年 1月 19 日 

■第３回利根町地域公共交通活性化協議会 

- 各種アンケート調査結果 

- 利根町地域公共交通を取り巻く現状と課題 

- 令和 5 年度 地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

令和 6年 3月 14 日 

■第 4回利根町地域公共交通活性化協議会 

- 住民アンケート調査結果 

- 利根町地域公共交通計画の全体像 

令和 6年 7月 10 日 

■第 5回利根町地域公共交通活性化協議会 

- 利根町地域公共交通計画（骨子案） 

- 住民ワークショップの開催について 

令和 6年 8月 31 日， 

令和 6年 9月 7 日 

■住民説明会（ワークショップ形式，4地区で実施） 

- 参加者数延べ 24 人 

令和 6年 10月 22 日 

■第 6回利根町地域公共交通活性化協議会 

- 住民説明会の開催結果 

- 利根町地域公共交通計画（素案） 

令和 7年 1月 21 日 

■第 7回利根町地域公共交通活性化協議会 

- 利根町地域公共交通計画（素案） 

- パブリックコメントの実施結果 

- 計画書（案）の変更箇所 

- 令和６年度 地域公共交通確保維持改善事業・事業評価 

令和 7年 2月 25 日 
■第 8回利根町地域公共交通活性化協議会 

- 利根町地域公共交通計画（確定案）の承認 
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■利根町地域公共交通活性化協議会条例 

 

利根町地域公共交通活性化協議会条例 

令和 5 年 3月 20 日 

条例第５号 

 

 （設置） 

第１条 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成１９年法律第５９号）第６条第１項の規定に基

づき，地域公共交通計画（以下「交通計画」という。）の作成及び実施に関し必要な協議を行うとともに，

道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第９条第４項及び道路運送法施行規則（昭和２６年運輸省令第

７５号）第９条の２の規定に基づき，地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客輸送の

確保その他旅客の利便の増進を図り，地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議す

るため，利根町地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

 

 （所掌事務） 

第２条 協議会は，次に掲げる事項を協議するものとする。 

 （１） 交通計画の作成及び変更に関する協議に関すること。 

 （２） 交通計画の実施に関する協議に関すること。 

 （３） 交通計画に位置付けられた事業の実施に関すること。 

 （４） 地域の実情に応じた適切な一般乗合旅客自動車運送の態様及び運賃，料金等に関すること。 

（５） 町運営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関すること。 

（６） 前各号に掲げるもののほか，協議会の目的を達成するために必要なこと。 

 

 （組織） 

第３条 協議会は，委員２０人以内をもって組織し，次に掲げる者のうちから町長が委嘱又は任命する。 

 （１） 町民 ２人以内 

 （２） 地域公共交通の利用者 ３人以内 

 （３） 学識経験者 １人 

 （４） 茨城運輸支局の職員 ２人 

 （５） 茨城県の職員 ３人以内  

（６） 一般旅客自動車運送事業者及びその組織する団体 ３人 

 （７） 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転手が組織する団体 １人 

 （８） 町長が指名する町の職員 ３人以内 

（９） その他町長が交通会議の運営上必要と認めた者 ２人以内 

 

 （任期）  

第４条 委員の任期は，２年とする。ただし，委員が欠けた場合における補欠委員の任期は，前任者の残任

期間とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，特定の職により委嘱又は任命された委員は，任期満了前において当該職を失

ったときは，委員の職を失うものとする。 

３ 委員は，再任を妨げない。 

 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長１名を置く。 

２ 会長及び副会長は，委員の互選により定める。 

３ 会長は，会務を総理し，協議会を代表する。 

４ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき又は欠けたときは，その職務を代理する。 

 

（会議）  

第６条 協議会の会議（以下「会議」という。）は，会長が招集する。ただし，委員の委嘱後，最初に開かれ

る会議は，町長が招集する。 
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２ 会長は，会議の議長となる。 

３ 会議は，委員の定数の半数以上の者が出席しなければ，開くことができない。 

４ 会議の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，会長の決するところによる。 

５ 会長は，必要があると認めたときは，委員以外の者を会議に出席させ，説明又は意見を聴くことができ

る。 

 

 （協議結果の尊重事項） 

第７条 協議会で協議が調った事項については，協議会の委員はその協議の結果を尊重しなければならない。 

 

 （部会） 

第８条 協議会は，第２条に掲げる所掌事務について，調整又は協議を行うため，必要に応じて部会を置く

ことができる。 

２ 部会の組織，運営その他必要な事項は，会長が別に定める。 

 

（庶務） 

第９条 協議会の庶務は，政策企画課において処理する。 

 

（委任） 

第１０条 この条例に定めるもののほか，協議会の運営に関し必要な事項は，会長が協議会に諮って定める。 

 

 

  附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は，令和５年４月１日から施行する。 

（任期の特例） 

２ この条例の施行の日以後最初に委嘱又は任命される委員の任期は，第４条の規定にかかわらず，令和７

年３月３１日までとする。 

（利根町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正） 

３ 利根町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例（平成２年利根町条例第５号）の

一部を次のように改正する。 

〔略〕 

附 則（令和７年条例第５号） 

この条例は，令和７年４月１日から施行する。 

 

  



 

75 

 

■利根町地域公共交通活性化協議会委員名簿 

 

 所属 氏名 備考 

1 住民代表 伊藤 義朗  

2 住民代表 川上 優  

3 地域公共交通の利用者 塚田 美佐男  

4 地域公共交通の利用者 小針 美夏  

5 地域公共交通の利用者 村野 早苗  

6 流通経済大学 教授 板谷 和也 会長 

7 茨城運輸支局  小菅 達也  

8 茨城県 交通政策課 鹿内 秀樹  

9 茨城県竜ヶ崎工事事務所 鶴町 誠  

10 茨城県取手警察署 交通課 小堀 淳  

11 (社)茨城県バス協会 古賀 重徳  

12 大利根交通労働組合 早川 徳  

13 大利根交通自動車(株) 赤根 潤  

14 布川交通(株) 海老原 祐一  

15 利根町商工会 新井 邦弘  

16 利根町社会福祉協議会 花嶋 みゆき  

17 利根町 教育長 海老澤 勤 副会長 

18 利根町 福祉課長 服部 豊  

19 利根町 保健福祉センター所長 勝村 健  
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■用語解説 

 

用語 意味 

オープンデータ 

国，地方公共団体および事業者が保有する官民データのうち，

国民誰もがインターネット等を通じて容易に利用（加工，編集，

再配布等）できるよう公開されたデータのこと。 

カーボンニュートラル 

「カーボン＝炭素」，「ニュートラル＝中立」を組み合わせた

言葉で，温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させることを目

指す考え方。 

交通空白地域 
路線バスや鉄道などの公共交通が存在しない，または運行本数

が極端に少なく，利用しづらい地域。 

交通結節点 
路線バスやタクシーなどが乗り入れ，乗り換えが容易な拠点。

主要駅やターミナルなどが例となる。 

交通弱者 
高齢者，障がい者，免許返納者，子ども，低所得者など，移動

手段の選択肢が限られている人々。 

自家用有償旅客運送 
地域住民などが自家用車を利用し，有償で旅客輸送サービスを

提供する制度。 

地域公共交通 

住民の日常的な移動を支える交通手段全般。バス，タクシー，

鉄道，コミュニティバス，デマンド交通など，地域の実情に合

わせた多様な公共交通サービスを含む。 

デマンド交通 
乗客の需要に応じ，予約等により運行されるタクシーや小型バ

スなどの移動サービス。オンデマンド交通とも呼ばれる。 

PDCA サイクル 
計画（Plan），実行（Do），評価（Check），改善（Action）

の 4 段階を繰り返し，業務の継続的な改善を図る管理手法。 

ボランティア輸送 住民同士の支え合いに基づいて運営される移動支援サービス。 

MaaS 

（Mobility as a Service） 

複数の移動サービス（バスやシェアサイクル，レンタカー等）

を一つのサービスとして捉え，それぞれの交通サービスをシー

ムレスに利用できるようにするコンセプト。 

モビリティマネジメント 
住民，企業，行政が連携し，公共交通を利用する意識を醸成し，

利用促進を図る取組み。 

  ※五十音順 
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